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笠間市は、茨城県のほぼ中央に位置し、北西部には人溝山系が、南西部に

は吾国山・難台山・愛宕山が連なり、中央を北西部から東部にかけて涸沼川

が大地を潤す自然豊かな地域です。また、河川流域や台地上より数多くの埋

蔵文化財が確認されていることから、原始・古代より人々が生活を営むうえ

で最適の地域であったといえます。

今回の調査は県営畑地帯総合整備事業に伴う行者遺跡の発掘調査でありま

す。この調査の結果、径20～ 17mの 円墳 5基からなる墓域と弥生時代後期～

奈良・平安時代の集落跡や中世後半代と考えられる堀跡が確認されました。

また 1・ 2号墳周溝からは円筒埴輪、馬形の形象埴輪片が出土し、地域の歴

史を知る上で重要な資料を得ることができました。この報告書を通して郷土

の歴史に対する理解を深め、ひいては教育。文化向上の一助として多くの人々

に広く活用されますことを強く願つている次第です。

最後に、発掘調査から報告書の刊行に至るまで、多大なるご指導 。ご協力

を賜りました関係機関並びに関係者に対しまして心より感謝申し上げます。

平成23年 3月

笠間市教育委員会

教育長 飯 島 勇



夕J

1.本書は、茨城県笠間市小原地区に所在する行者遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、県営畑地帯総合整備事業に伴う、埋蔵文化財発掘調査による記録保存を目的として実施された。

3 調査及び報告書作成は、笠間市教育委員会の指導・委託を受けて、 (有 )毛野考古学研究所が実施した。

4.遺跡の所在地、調査期間、調査面積は以下の通 りである。

所 在 地 笠間市小原2299番地外

調査面積 4,683だ

調査期間 平成21年 11月 30日 ～平成22年 3月 25日

整理期間 平成22年 7月 27日 ～平成23年 3月 15日

5,調査・整理担当者、執筆分担は以下の通 りである。

土生 朗治 (調査、執筆 :第 I章第 2節、第Ⅱ～Ⅲ章、Ⅳ章第 1節、第 3～ 5節、第V章 )

賀来 孝代 (整理、執筆 :第Ⅳ章第 2節  1・ 2号墳・埴輪)

宮田 和男 (調査、執筆 :第Ⅳ章第 1節  6・ 7号住居 )

小出 琢磨 (調査 。図面)  以上 ((有 )毛野考古学研究所 )

6 調査で得られた資料は笠間市教育委員会で保管している。

7.調査及び報告書作成に際し、下記の諸氏・機関からご指導・ご協力を賜 りました。記 して感謝を申し

上げます。

能島清光 川崎純徳 枝川永男 斎藤弘道 井 博幸 秋元陽光 鈴木素行 大田博之 樫村宣行

内山敏行 田中 裕 佐々木義則 稲田健一 茨城県教育委員会 茨城県県央農林事務所

小原地区土地改良組合 芳野工業株式会社 」T空撮

8,本書の作成にあたっては、加藤陽子、仙波菜津美、高橋真弓、鬼山由子、根本正子、門脇美知子の協

力を得た。

9.発掘調査参加者は以下の通 りである。

飯田博美、飯田昭、石浦千景、岩田時彦、枝川幸光、小坂部克己、鬼沢 勲、小山義則、川又誠二、

北村 潤、佐藤武志、佐藤としえ、佐藤利男、塩畑勝利、仙波由美子、高岡真士、高田幸江、

瀧江 稔、豊島英則、仲田仙、中林理智、中村伊重、根矢 稔、長谷川とめ子、土生悠里、吹野昇、

松本4妖児、 武藤瑞良、山口致辰、横田忠利、吉田 豊

夕J

1.出土遺物の注記で使用した遺構の略号は以下の通 りである。

SI・ ・竪穴住居跡 M・ ・古墳 SK・ ・土坑 SD。 ・溝 P・ ・ピット K・ ・撹乱

2 実測図で使用した縮尺は以下の通 りである。

竪穴住居跡・・ 1/60、 1/80 古墳・・ 1/80、 1/100土坑・井戸・地下式坑・・ 1/60

浮手・ ・ 1/60、   1///100

3.遺構図中のスクリーントーンは以下の通 りである。

粘土の範囲       ■●―■●  焼上の範囲

口
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第 I章 調査に至る経緯と調査の経過

第 1節 調査 に至 る経緯

畑地帯総合整備事業は、農業に伴う道路・灌漑施設・農地などの生産基盤を総合的に整備することによつ

て、作物品質の向上、生産作物の拡大、反収の増加、輸送費の削減、荷傷みの防止など、より高い生産性

と品質のさらなる向上を目指している。

笠間市では基本施策を総合計画で日標を定め、農林業の振興を図ることを目的とした産業振興プロジェ

クトが重点的に進められている。また、農業生産基盤の整備の一環として、平成13年 に小原地区土地改良

組合が設立され、茨城県の指導の下、効率的な畑作農業地域を作るための整備事業が実施されている。

この整備事業の計画地は常磐線をはさんで南北に分かれている。この地区には市内最大級の山王塚古墳

を有する一本松古墳群があり、重要な遺跡の包蔵地である。このことから整備事業計画の中で平成15年 に

三本松遺跡の発掘調査、平成16・ 17年 に小原遺跡の発掘調査、さらに平成20年 に塙谷遺跡 。長峰東遺跡・

長峰西遺跡の発掘調査が行われ、多大な成果が得られている。

今回の整備事業計画地は行者遺跡の範囲内であることから、笠間市教育委員会は平成21年度に笠間市文

化財保護審議会委員の能島清光氏に試掘調査を依頼した。その結果 トレンチから古墳や住居跡が確認され、

出土遺物などから古墳時代を主体とした集落があることが推定された。

工事主体者である県央農林事務所は、茨城県教育委員会教育長に対して、文化財保護法第94条第 1項の

規定に基づき、土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委員会教育長は、

現状保存が困難であることから、記録保存のための発掘調査が必要と判断し、工事着手前に発掘調査を実

施するよう通知した。

これを受けて、笠間市教育委員会は入札により有限会社毛野考古学研究所と委託契約を締結して調査を

依頼した。笠間市教育委員会・県央農林事務所 。有限会社毛野考古学研究所は三者協議を行い、試掘調査

の結果に基づき、文化財保護法第92条第 1項の規定による発掘調査届出を茨城県教育委員会教育長へ提出、

茨城県埋蔵文化財指導員の川崎純徳氏、笠間市文化財録護審議会委員の能島清光氏を指導委員として平成

21年 11月 30日 から平成22年 3月 25日 まで、発掘調査を実施することとなった。

第 2節 調査 の経過

平成21年 12月 10日 から重機による表土除去作業を開始する。17日 から人力による遺構確認作業を実施し、

1・ 2号古墳の周濠を確認する。遺構確認作業と並行して古墳の周濠やマウンドにトレンチによる掘り込

みを行う。その他に、古墳周濠を3か所、住居跡11か所、堀 1条 と溝跡6条 を確認する。重機による表土

除去作業は平成22年 1月 8日 に終了し、13日 には方眼杭打ちを行う。25日 には竪穴住居跡の掘り込み作業

を開始する。 1月 末には、 1・ 2号墳以外の古墳周濠の掘り込みを終了し、2月 からは、竪穴住居跡とと

もに土坑や溝、井戸の調査を開始する。 1号堀は17日 に掘り込みを開始し、24日 にはほぼ完掘する。その

後竪穴住居跡の調査に力を注ぎ、3月 8日 に調査はほぼ終了する。15日 に空撮を行う。17日 から各遺構の

掘り方調査を行い、24日 には現地におけるすべての調査を終了する。
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

笠間市小原地区は、笠間市域東部の旧友部地区にある。北部には人溝山系から続 く標高100m前後の丘

陵地帯を背負い、南部には涸沼前川の形成した低地帯が広がっている。涸沼前川は、上流に遡れば、笠間

市上市原付近、下流に下ると涸沼を通 じて、大洗町で大平洋と繁がっている。地形的には東西の交通ルー

トの結節点となっており、現在は国道50号が北側山間部を通 り、南側低地部には常磐線が通つている。

小原地区北部の丘陵は全体に南に向かって低 くなっている。行者遺跡はその丘陵の末端の傾斜が緩やか

になった台地上にある。台地は北側を小支谷によって開析されて、東方向に舌状に張 り出している。行者

遺跡の東側には谷津が入 り、谷津は北方向に向かって深 く入 り込んでいる。行者遺跡は小原集落の中心に

ある小原神社からは北北西方向にあたり、宅地と畑・山林の境界域付近で、現況は畑地と竹林が密生 して

茂る荒蕪地となっている。

1

3

5

7

9

11

13

15

17

19

21

23

25

27

行者遺跡

喜平塚古墳

小原遺跡

塚崎古墳

三本松遺跡

原古墳

和尚塚古墳

三軒屋塚群

杉崎遺跡

宮前遺跡

舞台遺跡

向山遺跡

新道池南遺跡

中の内遺跡

六部塚

竜開遺跡

長峰西遺跡

2 塙谷遺跡

4 高寺古墳群

6 -本松古墳群

8 長峰東遺跡

10原坪古墳群

12大 日山古墳辞

14柳沢古墳群

16三軒屋古墳群

18訳山遺跡

20三湯舘跡

22舞台西追跡

24新道池北遺跡

26達中前遺跡

28大塚古墳群

30小林遺跡

32西川遺跡

34寺上遺跡

1辮
第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡分布図 (1:25,000)
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第 2節 歴 史 的環境

小原地区は、これまで高寺古墳群や一本松古墳群、中世小原城跡の存在が知られている。近年小原地区

で行われている発掘調査は、三本松遺跡から始まり、小原遺跡、塙谷遺跡、長峰東遺跡、長峰西遺跡と広

範囲大規模に行われ、弥生時代から、古墳時代前期 。中期・後期、奈良・平安時代の各集落遺跡を主体に

して、古墳時代の方形周溝墓や古墳、平安期の骨蔵容器、中世の堀や地下式坑等各時代の多 くの遺構・遺

物が発見されている。それらの成果から、小原地区の丘陵や台地上には、旧石器時代以来の人々の生活の

跡が残 り、貴重な歴史的文化財が残っていることが分かってきた。

旧石器時代では、長峰西遺跡から珪質頁岩製のナイフ形石器が出上している。塙谷遺跡では数十点の石

刃と石核 1点、不定形剥片が集中するユニットが確認されている。

縄文時代では、小原地区の遺跡においては、遺構・遺物がたいへん少ない。長峰東遺跡で、前期の関山

式土器が、長峰西遺跡で、早期の無文土器 。前期中葉 。中期後半・後期前半～中葉の時期の遺物が出土し

ている。塙谷遺跡で、前期の住居跡が 1軒確認されている。

弥生時代では、後期後半の時期に竪穴住居跡の数が非常に多 くなる点が注目される。三本松遺跡で15軒、

小原遺跡で 2軒、平成19年度の塙谷遺跡 C地点で10軒、塙谷遺跡A・ B地点では約60軒、長峰東遺跡で 9

ィi″
原ヽ農村公園

渫 玉̂,

第 2図 調査地区の位置図 (1:2,500)
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軒、長峰西遺跡で 7軒である。本遺跡を含めて弥生時代後期後半の住居軒数は県内でも有数と見られ、弥

生時代後期後半から終末期にいたる生活の詳 しいようすが窺える。

古墳時代では、長峰東遺跡で弥生時代終末期の上器との関わりが窺えるような遺物や竪穴住居跡が見ら

れる。古墳時代前期の時期は塙谷遺跡に住居数が多く、方形周溝墓も造られている。古墳時代後期には三

本松遺跡や小原遺跡、長峰西遺跡等に広がりが見られる。この時期は後期古墳の造成が盛んな時期に対応

しているものと思われる。

古墳群は、一本松古墳群、高寺古墳群があげられる。一本松古墳群には、直径約53mの大型墳の山王塚

古墳がある。埴輪を持つ時期の古墳は、高寺古墳群で、台地上からの丘陵斜面地にかけて8～ 9基確認さ

れている。そのうち高寺 2号墳は、周溝内径推定25mの 円墳と見られる。既調査墳で、花闘岩の割石積の

横穴式石室を持ち、墳丘南東部から武人埴輪が 3体分その他に靭形、2条 3段の円筒埴輪が少量出土して

いる。石室内からは、玉類、刀や鏃などの鉄製品が出土している。

奈良・平安時代の竪穴住居跡は、発掘調査が行われた近隣遺跡すべてにおいて確認されており、いずれ

も奈良時代後半頃から急激に竪穴住居跡の数を増し、9世紀～10世紀にかけて集落が継続しているようす

が窺える。

中世のこの地区は、戦国期の城跡と伝えられる小原城が本遺跡の南南西約 l kmの位置にある。小原城は

16世紀の初め頃、里見氏の居城として造られ戦国末期には激しい攻防の後、佐竹氏に滅ぼされている。

参考文献

井 博幸 1980『杉崎コロニー古墳群』日本窯業史研究所

井 博幸 2007「牛伏古墳群の検討―出土・採集埴輪の観察を中心にして一」

井 博幸 2009「行方市兜塚古墳の研究」『婆良岐考古』第31号、婆良岐考古同人会

井上義安 1995『茨城町東山稲荷古墳』茨城町史編さん委員会

井上義安 1995『水戸北屋敷古墳』

江幡良夫 1995『土浦北工業団地造成地内埋蔵文化財調査報告書 原出口遺跡Ⅲ』茨城県教育財団文化野調査報告第94集、財団法人

茨城県教育財団

大賀 健 2010『長峰西遺跡』笠間市教育委員会

川西宏幸 1978『 円筒埴輪総論』「考古学雑誌」64-2日 本考古学会

瓦吹 堅 1976『高寺 2号墳」西茨城郡友部町教育委員会

白石真理 1989「埴輪」 F/1ヽ 幡北山遺跡埴輪製作遺跡』茨城町教育委員会

早川 泉 2003『三本松遺跡』友部町三本松遺跡発掘調査会

広瀬和雄 1992「前方後円墳の畿内編年」「前方後円墳集成  畿内編」山川出版社

吉田 寿 2005『小原遺跡』友部町小原遺跡発掘調査会
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第3図 遺構全体図
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第Ⅲ章 調査の方法 と基本層序

第 1節 調査 の方法

調査は、県営畑地帯総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査として行われた。畑地帯整備事業にかかる

行者遺跡の調査範囲は、試掘調査によつて標高45～48mの台地上の4,683だ の面積の範囲にある。行者遺

跡の遺構の測量は、世界測地系第Ⅸ系上の公共座標に基づいて行なった。公共座標上で、調査範囲外側の

北西角のX軸 43960、 Y軸40840を起点として、南方向と東方向に40mお きにグリッドラインを設定し、交

差したマスロに第 3図 にあるようにAOか らD2ま でグリッド名をふり、さらにその中を10mご とに分けた

小グリッドとしてal～ d4ま での呼称で遺構の位置を示した。

調査は表土掘削、遺構確認、遺構掘り下げ、遺構精査、写真撮影、測量の手順で行った。

遺構の記録は 1/20縮尺を基本として平面・断面図を作成 し、遺構・遺物の規模や性格により、 1/
10、 1/20、 1/40縮尺を使用した。遺跡全測図は 1/200で作成した。

写真撮影は、白黒35mm判 、リバーサル35mm判 、デジタルカメラを使用し、調査の各段階に随時行った。

第 2節 基本層序

調査区の中央部標高48,9m地点で、中世の堀跡の断面を利用して記録した。表土は黒褐色の耕作土層で、

表土直下の 1層はソフトロームの褐色土層で、遺構の確認面は 1層上面である。2層以下 4層 までは黄褐

色のハードローム層である。

5層 は2～ 3 mm径の鹿沼パミス純層で、6～ 8層 は再び褐色ローム層で粘性がある。9～ 10層 にかけて

はさらに粘性が強い掲色粘質土層である。

490m―           ′   ′    ―――

表  土

t

2

3

4

::::::::::::::o:::::::::::l

6

7

8

9

第 4図 基本土層図

480m――一

470m一一

~~   
基本土層

1褐色   ソフ トローム

2黄褐色  橙色小ブロック上層 に少量、1 3層 とくらべ明るい掲色で

非常に国いブロック状のハー ドローム

3黄褐色  3層 よりもやや軟 らか く、やや暗いハー ドローム

4黄褐色  鹿沼パ ミス少量

5黄褐色  2～ 3mmの 粒径の純粋 な鹿沼パ ミス層、固 く締 り有 り

6褐色   黒色粒やや多い、粘性有 り

7褐色   黒色粒少量、粘性有 り

8褐色  橙色粒多量、黒色粒少量、明褐色中プロック中量、粘性有 り

―-   9褐 色   黒色粒、橙色粒やや多い、粘性強い

10褐色   黒色粒多量、粘性非常に強い
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第Ⅳ章 遺構 と遺物

第 1節 竪穴住居跡

竪穴住居跡は、調査区内から11軒確認されている。それぞれ時期は、弥生時代 1軒、古墳時代前期～中

期 5軒、奈良・平安時代 3軒、不明2軒である。

1号住居跡 (第 5図 )

位置 調査区の東部B2cl～ 2、 B2dl～2グ リッドにある。 規模と平面形 2.77m× 3.1lmの 長方形。

主軸方向 N-63° 一W 壁 壁高は約30cm、 ほぼ垂直に立ち上がる。 床 床面は中央部が木根の小斑

状の撹乱により壊されている。残存している部分の床は、ほぼ平坦で全体に強い硬化は見られない。 ビッ

ト ー 炉 ― 覆土 大きく2層 に分かれる。上層は黒褐色上で、下層はロームブロックや炭化物を含

んだ層で、いずれも締りがある。 遺物 住居跡西部の覆上下層から炭化材片が、東壁際北寄りで15cm大

の粘土塊が出上している。土器は、覆土中から小片で、古墳時代の上師器イの口縁部が出土している。

所見 出土遺物が少なく時期の特定が難しい。 1点小片で出土した土師器と周囲にある古墳時代の集落や

古墳との関連、床面からの炭化材片の出土を併せて考えれば古墳時代の小型の竪穴遺構の可能性が考えら

れ、小型の竪穴で遺物がほとんど出上していないことと、地下式坑が隣接してあること等から中世の方形

竪穴の可能性も考えられる。

⑤
引

1号住居跡
1黒褐色  ローム粒子少量、締 り有 り
2暗褐色  ロームガヽ中ブロック少量、炭化物粒少量、やや締り有 り

ローム粒多畳、締 り有 り
3褐色   ローム小 中プロック主体、固く締り有 り、床下土層

〇ヽ

o                  2m

第 5図  1号住居跡

0                      10cm
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表 1 1号住居跡出土遺物観察表

版
号

図
番

種別 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色調 備考

l
土師器

杯

＆

一　

一

口縁部破片。内面雑なミガキ、口縁端部ヨコナデ。 長石、石英微粒 良好 灰褐色

2号住居跡 (第 6。 7図 )

位置 調査区の北部Blcl～ 2、 Bldl～ d2グ リッドにある。 規模と平面形 5。 13m× 4.59mの長方形。 主

軸方向 N-20° ―E 壁 壁高は約22cm、 外傾 して立ち上がる。 床 明瞭な硬化面を持たない。 ビッ

ト 5か所、Pl～ 4は主柱穴。P5は 出入 りロピットと考えられる。ピットの覆土は地山に近いローム。

炉 住居跡中央部やや西寄 りの位置にあり、ほぼ平坦で火床部の焼土化が弱い。規模は長径0.81m、短径0.65

mでほぼ平坦。 覆土 壁際の下層堆積は地山ロームの色に近い掲色上で締 りがある①中層はロームブロッ

クを主体 とした堆積、住居跡中央部の上層堆積は黒色土ブロックを含んだ堆積土である。 遺物 住居跡

北半部では床面から覆土下層に、小型壺や壺の胴部片、南東部床面には大型壺の底部が出土している。住

居西側の覆上下層からは炭化 した ドングリ状の種実遺体が散在 して複数出土している。土師器鉢の口縁部

片は覆土から出土しているが、覆土を掘 り込む撹乱中に入 り込んだ可能性がある。 所見 出土遺物から

弥生時代後期十二台式期の住居跡と考えられる。

表2 2号住居跡出土遺物観察表

版
号

図
番

種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 月台土 焼成 色調 備考

1
弥生土器
小型壺

(118)
159
59

口唇部にキザミ、口縁部 5本 1単位の櫛歯による波

縄文を3段。胴上半部の文様帝は3単位。胴部付加

条 1種縄文。

石英、チャー ト
やや不

良
にぶい橙色 60%

2
弥生土器

重

口縁部破片。口縁端部に撚糸原体の押圧、外面撚糸

文。
微砂粒 普 通 にぶい褐色

3
弥生土器
小型壺

口縁部破片。口縁端部にキザミ、外面単節 LRを 施

文。
石英 普通 にぶい褐色

4
弥生土器

空
顕部片。撚糸文。 石英、チヤー ト 良好 褐灰色

5
弥生土器

宣

口縁部片。縦の区画文間に6本 1単位の波状文を充

填する。
石 英 良好

黒色 (外 )、 橙
色 (内 )

弥生土器
小型壷

縦の区画文は7本 1条の櫛描文を3本、区画内には波

状文を充填、胴部は付加条 2種縄文。Rの S巻 きとL

のZ巻 き原体で羽状構成。

石英粒、微砂粒 良好 灰褐色

7
殊生土器

壷
胴下半部片。胴上半部文様帯の下端部は櫛描き沈線

と無文、胴下半部には無節の斜縄文。
石英、海綿骨針 良好 灰褐色

8
弥生土器
大型童

一　

一

ａ

底部片。胴部付加条 2種縄文。

石 英、 角 閃石、

チ ャー ト、金雲

母

良好 橙色

9
弥生土器

霊
底部小片。底部布目痕。胴部付加条 2種縄文。 石 英 良好 にぶい橙色

弥生土器
大型壷

一　

一

α

胴部～底部片。単節RLと 付加条 2種縄文を交互多

段に施文。

石英、角閃石、
海綿骨針

音通 褐色
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A´

0                  2m

第6図  2号住居跡 (1)

2号住居跡

1黒褐色  ローム粒子中量、腐植土ブロック多量、やや軟 らかい

2暗褐色  ローム小～大ブロック主体、暗褐色土中～大プロック少量、

締 り有 り

3褐色   ソフ トローム主体、炭化物粒少量少量、締 り有 り
4暗褐色  ローム小～大ブロック主体、暗褐色土中～大ブロック少量、

締 り有 り

十

ノ

‐

卜
∞
ぐ
＝
い
　

∩

』
∞
寸
＝
『

　

〇

』
∞
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版

号

図

香 種別 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色 調 備 考

弥生土器
高不

． 　

．

７ ４

軸縄不明のRのS巻 き原体による付加条縄文か、単節

LR縄文。

石英、角閃石、

海綿骨針、金雲
母

良好 にぶい橙色

土師器
鉢

■

一 口縁部片。外面ハケメ。 石 英 良好 にぶい責掲色

11

0                          10Cm

10

第7図  2号住居跡 (2)

3号住居跡 (第 8・ 9図 )

位置 調査区の中央部B2dl、 C2al、 Cla4グ リッドにある。 規模と平面形 475m× 434mの 長方形。

主軸方向 N-77° 一W 壁 壁高は約36cm、 ほぼ垂直に立ち上がる。 床 床面は硬化の度合いが低い。

ビット 4箇所。 P3は撹乱で壊されているが出入 り回ピット、P2は炉に関係するピットと思われる。 P

lは床面を壊す新 しいピット、P4は撹乱穴底面で確認されたピットでいずれも住居に伴うかどうかは不明

である。 炉 住居跡の北東隅側に寄った位置にある。長径0.64m、 短径040mの 楕円形で深 さ 3 cm。 中

央部は焼土化 している。 覆土 覆土は4層で、最上層の 1層 は焼土粒を含んだ黒掲色上で、住居跡中央

部床面を覆う。壁際に堆積 している2～ 3層 は暗褐色土層。 遺物 覆土から鉄製品で11の 短冊形鉄斧、

13の鉄鏃の柄の破片、12のヤリガンナ片が出土している。土器類では床面から7の上師器の高杯脚部と2

の小型壺、 4の複合口縁童の口縁部が出土している。高郭脚部は杯部を取 り去った脚部から裾部にかけて

のもので、小型壷は口縁部を取 り除いた体部のみのものである。壼体部に高郭脚部を差 し込んだ状態で炉

の南側の床上から出上 している。複合口縁壺の口縁部は、炉の北西側縁近くの床面から出土 している。鐸

ないし土鈴形をした、釣 り手に穿孔のある小型土製品は炉の南側床面から出土している。 所見 床上に

残 された重、高杯、土製品は、祭祀的な用途が窺われる。覆土から出土 した短冊形鉄斧は、住居跡出土と

しては非常に珍 しい。これは鉄鏃、ヤリガンナとともに古墳の副葬品に由来するものが住居覆土中へ廃棄

されたのかもしれない。

―- 11 -



ローム主体、掘り方覆上、締り有り

1

『維睡睡髄髄

Q引

o                  2m

ローム粒子少量、焼土絃少量
ローム粒子少量、締 り有 り
ローム粒子中量、やや軟 らかい

褐色土主体、軟 らかい

0                      10Cm

肝
／

１

ヽ

＼

第 8図  3号住居跡 (1)
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第 9図  3号住居跡 (2)

表 3 3号住居跡出土遺物観察表

版
号

図
番 種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎土 焼 成 色調 備 考

1
土師器
小型オ 26

体上半部 ミガキ、下半部ヘラナデ。底部ヘラナデ。 長石、石英 良好 にぶい橙色

2
土師器
小型壺

38

体上半部外面ハケメ、下半部ヘラナデ。底部ヘラナ
|ド 。

長石、石英 良好 橙色

3
土師器
小型壺

34
胴下半部外面横位のヘラケズリ。内面ヘラナデ。 長石礫、石英 良好 橙色

4
土師器

霊

150
複合口縁。口縁部外面ハケメ。内面ハケメ後 ミガキ。 長石、石英 良好 にぶい橙色

5
上師器

霊
(64)

胴部外面ミガキ、内面ヘラナデ。底部低い輪高台。 長石、石英 良好 黒褐色

6
土師器
壺

76
胴部外面ミガキ、内面ヘラナデ。底部低い輪高台。

長石、石英、
チャー ト

良好 にぶい赤褐色

7
土師器
高郭 120

脚～裾部外面ミガキ、脚部内面ヘラケズリ、脚裾部

内面ヨコナデ。
石英、チヤー ト 良好 澄色

8
土師器

甕

(186)
口縁部片。口縁部外面斜位ハケメ、内面横位ハケメ。

長石、石英、
チャート

良好 黒褐色

9
鐸

土製品
(鈴 ) 形

高38、 幅27、 厚さ22、 重185g 良好 黒褐色

土製品
炉粘土板

長一、幅二、厚さ25、 重2458g
長石、石英、
チャート

普 通 にぶい橙色

鉄製品
短冊形鉄斧

長145、 幅49、 厚さ09、 重354g

鉄製品
ヤリガンナ

長[441、 幅095、 厚さ032～ 04、 重[7941g、 本質付着 (竹か)

鉄製品
鏃

長B91、 幅05、 厚さ03、 重17901g

-13-



4号住居跡  (第 10図 )

位置 調査区の南部Dla4、 D2alグ リッドにある。 規模と平画形 4.40× (2.84)m。 南半分が調査区

外にある。 主軸方向 N-31° ―W 壁 壁高は約23cm、 ほぼ垂直に立ち上がる。 床 全体に弱 く硬

化 している。 ビット ー 炉 住居跡の北東隅側に寄った位置にある。長径51cm、 短径44cmの楕円形で

ほぼ平坦。中央部が特に赤変硬化 している。 覆土 覆土は2層で、上層は自然堆積 と見られる黒褐色土

層で、下層の暗褐色土中には炭化物粒を含む。 遺物 覆土から古墳時代前期末から中期初め頃の高杯と

甕口縁部片が出土 している。 所見 遺構の特徴や遺物から、古墳時代の 5世紀初め頃の住居跡と考えら

れる。

鰺
劇

(ここ)炉 4号住居跡
1黒褐色  ローム粒子少量、腐植上による黒味強い

やや軟 らかい、自然堆積か
2暗褐色  やや暗いローム主体、炭化物粒極少量、

やや軟 らかい

3掲色  ローム主体、掘 り方覆上、締 り有 り

生

m

Cm

第10図 4号住居跡

表4 4号住居跡出土遺物観察表

版
号

図
番 種別・器種

口径
器高
底径

特 徴 胎 土 焼成 色調 備考

1 靭訪

ａ

一　

一

郭部内外面ミガキ。脚部柱状脚か。
長石、石英、
チャー ト

良好 にぶい褐色

土師器
甕

＆

一　

一

口縁部内外面ヨコナデ。 石英、チャー ト 良好 黒褐色

-14-



5号住居跡 (第 11・ 12図 )

位置 調査区の西部COb4グ リッドにある。 規模と平面形 397× 3.50mの横に長い長方形。 主軸方

向 N― l° ―E  壁 壁高は35cm、 ほぼ垂直に立ち上がる。 床 床面全体が硬化 している。壁溝は

部分的に途切れながら、カマ ド部分以タト全周 している。 ビット 1箇所。Plは、南壁寄 りの住居の中

軸上にあり、住居南側の壁に向かって、約67° の角度で掘 り込まれている。 カマド 住居北壁中心から

僅かに東に寄った位置にあり、粘土を使用 して、住居内に袖部を張 り出して構築 している。燃焼室の幅は

およそ43cmあ る。 覆土 覆土はロームブロックを多 く含んだ上層とローム主体の下層ともに埋め戻 しの

人為堆積層である。 遺物 カマ ド焚口前の床面から、底部に墨書文字の書かれた4の須恵器盤、住居の

北東隅から9の台石が出土している。その他はカマ ド付近の覆土中から出上 しているものが多い。 所見

Plの南側傾斜角度にそつて、一本梯子を復元的に入れてみると、住居の南壁がさらに上方に延びてい

るとすると床面からおおよそ0.85mの 高さで交差する。この高さが住居を構築 した時の旧地表面の可能性

が推測できる。床面出土須恵器盤に書かれた「刀良」は トラと読んで男性名であろうか。

表5 5号住居跡出土遺物観察表

6号住居跡 (第 13図 )

位置 調査区の北部BOd3グ リッドにある。 規模と平面形 3,00× 3.05mの方形。 主軸方向 N-81①

―E 壁 壁高は約50cm、 ほぼ垂直に立ち上がる。 床 ほぼ平坦で壁際を除いて踏み固められており、

カマ ド寄 りの床面にはカマ ド材の礫 と焼上が散存 している。また、壁溝は南壁下と北壁下の一部に見られ

る。 貯蔵穴 北壁の北東コーナー部寄 りに付設されており、深さ22cmである。底面は平坦で、壁は外傾

版
号

図
番 種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色 調 備考

1
須恵器
杯

‐３９

鋼

質

底部回転ヘラ切り離し、無調性。底部外面墨書記号
「○」。

長石、チヤート、

海綿骨針

やや不
良

灰褐色

2
須怠器

jTh

(弘22) 長石、石英、海
綿骨針

普通 灰 色

3
須恵器

杯

‐３０

範
⑫

底部回転ヘラ切り離し。 長石、海綿骨針 普通 灰 色

4
須恵器

盤

‐６６
“
隅

底部外面ヘラ記号「 XJ、 底部外面S_4書 文字「刀良」。
長石、石英、海
綿骨針、チヤー

ト

やや不
良

灰白色

5
須怠器
盤

‐８．

４ ０

１１ ３

底部回転ヘラケズリ、ロクロ右回転。
長石、石英、海
綿骨針

不良 灰色

6
土師器
甕

０

一　

一

口縁部内外面ヨコナデ。胴上半部外面ナデ、下半部
ミガキ、内面ヘラナデ。

石英、微砂粒 普通 にぶい澄色

7
土師器
甕

４

一　

一

口縁部内外面ヨヨナデ。胴上半部外面ナデ、下半部
ミガキ、内面ヘラナデ。

長石、石英、雲
母

良好 にぶい橙色

8
土製品

棒状土製品
長[35]、 径105、 重497g 石英、角閃石 良灯 橙 色 両端欠損

9
石製品

台石
長171、  幅154、  厚さ50、 重1680g、 砂岩

鉄製品
刀子

長[9司、幅118、 厚さ03、 重〔785〕 g
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だ
一

口
|

瞼
|

5号住居跡ピット
1暗褐色  褐色ローム中大プロック多量、埋め戻 し土層、

固く締 り有り
2暗掲色  ローム小プロック少置、ローム主体、軟らかい

::(ll

Pl出入口じノトの上部構造想像図

S号住居跡

1暗褐色  ローム粒子少量、締 り有 り
2褐色   ローム粒子 ローム小～中プロック中量、

軟 らかい

3褐色   ローム主体、ハー ドローム小ブロック少量

埋め戻 し上層、

、やや軟 らかい

∩ヽ

Ｃ
一

S号住居跡カマド

1暗褐色  ローム粒子中量、炭化物粒極少量、やや締 り有り
2嗜褐色  粘土小ブロック少量、焼土粒中量、やや軟らかい

3赤褐色  焼土小プロック主体、やや歎らかい

0                      10cm

［
⇔
守
＝
い
　

∩∩
|

C L=492

3

第11図  5号住居跡 (1)
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ゝ井

10

第12図  5号住居跡 (2)
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い‖ム

B′

F′

0                  2m

0               1m

6号住居跡カマド
ユ暗褐色  黒色上、粘性ゃゃ有り、締り普通
2暗褐色  ロームプロック微量、粘性 締り普通
3得●   砂粒少豊、ロームプロック微置、砂質粘土プロック微量

粘性弱い、締 り普通
4暗赤褐色 砂質油土プロック、焼土粒少量、粘性やや弱く、
5暗赤褐色 砂質粘土プロック、焼土粒少豊、大化粒子微量、

弱く、締 りなし

0暗赤褐色 砂質粘土ブロック、焼土粒少畳、炭化粒子微畳、
ロック微量、粘性やや弱く、締 りなし

二
＞

6号住居跡
1黒 掲 色 ローム粒子微長、粘性あ り
2暗 掲 色 ロームプロック少量、ローム粒子微量、

粘性あり
3暗 褐 色 ロームプロック少量
4褐  色 ロームブロック徴量、ローム粒子少豊、

締まりややあり
5褐  色 ローム粒子少畳、炭化粒子微量
6暗 褐 色 ロームプロック微畳、締まりなし
7暗 褐 色 ロームブロック少量、締まりなし

6号住居跡Pl

l暗 褐 色 ロームプロック中量

6号住居跡貯蔵穴
1褐  色 ローム粒子中量
2暗 褐 色 ローム粒子微量、締まりなし
3暗 褐 色 ロームブロック少量、締まりなし

二

＞

Φ
⇔
や
＝
白
　
〇

〇
（章
“
勲
　
∩

締 りなし

粘性やや

粘土小ブ

0                      10cm

第13図  6号住居跡
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して立ち上がる。 ピット 1箇所。南東コーナー部にあり、深さ10cmの 浅い窪み穴で、性格は不明であ

る。 カマ ド 東壁南寄 りに付設されている。焚口部から煙道部まで125cm、 燃焼部幅45cmで ある。袖部

はほとんど遺存 しておらず、わずかに地山の上に砂質粘土が確認されただけである。火床面は火を受けて

赤変硬化 しているが、焼土や灰の堆積はほとんど認められない。カマ ド土層 4～ 7層は天丼部の崩落土で

ある。カマ ド掘 り込み面右側に赤変した袖石片が僅かに残存 していた。 覆土 覆土は7層で、上層が黒

褐色土の自然堆積、下層はロームブロックを含んだ暗褐色～褐色土層で、人為堆積と見られる。 遺物

覆土から土師器の内黒塊、カマ ド煙道部埋没土から土師器奏片が出土している。カマ ド焚口部から住居跡

中央部にかけて砂岩の切 り石破片が散在 しているが、これらはいずれも被熟 している。所見 本跡は小型

の住居跡で東壁に亀を付設 している。床上で出上した砂岩の切 り石はカマ ドの構築材として使用され、廃

絶時に遺棄されたものと推測される。住居形態や出土遺物から10世紀前葉頃の住居跡と考えられる。

7号住居跡 (第 14・ 15図 )

位置 調査区の中央部Clb4グ リッドにある。 規模と平面形 3.35X2.98の方形。 主軸方向 N-10°

一E 壁 壁高は約37cm、 ほぼ垂直に立ち上がる。 床 壁周辺を除いて硬化 している。 ピット Pl

は住居跡北東隅にある。 P2・ 3は床下から確認されており、南壁寄 りの西と東に大きく開いている。

カマド 北壁中央にあり、袖部は粘土を含んだ暗灰褐色上で構築されている。燃焼室から煙道部へは緩や

かに立ち上がっている。 覆土 覆土には炭化物粒や焼土ブロックを含んでいる。 遺物 カマ ド前面の

床上から 1・ 3・ 4の上師器の内黒婉片、10の灰釉陶器娩片が出土 している。 6・ 7の上師器甕はPlの

覆土から出上 している。 所見 出土遺物から10世紀前半頃の住居跡と考えられる。

表7 7号住居跡出土遺物観察表

表6 6号住居跡出土遺物観察表

版
号

図
番

種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色調 備考

1
土自F器

坑

(128)
内面黒色処理・ ミガキ。 石 英 普 通 にぶい橙色

2
土師器
甕

Ｚ

一　

一

口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラケズリ 石英 良好 掲灰色

3
土師器
甕

． 　

．

９０

胴下■部外面斜位のヘラケズリ後ナデ。内面ヘラナ
デ 。

長石、石英微粒 良好 にぶい褐色

版
号

図
番 種別 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎土 焼 成 色調 備考

1
土師器

邦

‐５ ２

５ ６

８ ３

底部回転ヘラ切り後ヘラナデ。
長石、石英、微

砂粒
普通 にぶい橙色

2
土師器

杯

・３８

４６

硯

底部回転ヘラ切り離し後一方向ヘラナデ。体部下端

手持ちヘラケズリ。底部内面一方向ヘラミガキ。口

縁部横方向ヘラミガギ。

石英粒多、長石、
海綿骨針微量

良好 にぶい橙色 60%

3
土師器
雰

‐３８

処

粥

底部多方向ヘラケズリ。底部周縁手持ちヘラケズリ
内面ロクロナデ。

石英、金雲母、
海綿骨針微量

不 良 橙 色
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第14図 7号住居跡 (1)

7号住居跡
1暗褐色  ローム粒子少量、炭化物粒少量、粘性やや有 り、

締 りなし
2暗褐色  ローム粒子少量、炭化物粒少量、粘性やや有 り、

締 りなし
3褐色   ローム粒子少豊、ロームブロック少量、粘性やや

有り、
4暗赤褐色 焼土小プロック主体、炭化物粒、締 り普通
5赤褐色  焼土粒多量、雲母中量

7号住居跡Pl

l黒褐色  粘土粧少量、軟らかい

2褐色   ローム主体、黒掲色土粒中量、粘土粒 小プロッ
ク中量、土器、焼土プロツク、やや軟らかい

E′

o                  2m

7号住居跡カマ ド

1黒褐色  焼土小プロック少量、粘土粒少量、やや締 り有 り

2暗褐色  粘土小～中プロック多量、やや締 り有 り

3暗赤褐色 焼土粒中量、粘土粒少量、やや軟 らかい

4赤褐色  赤変硬化 した地山被熱層

5暗灰褐色 粘土粒多量、やや締 り有 り、カマ ド袖都

0               1m

0                   2m
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版
号

図
番 種別 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色調 備考

土師器

郭

‐４４

４０

器

体部下端～底部回転ヘラケズリ、ロクロ右回転。内
面黒色処理・ミガキ。

石 英 普通 褐灰色

5
土師器

郭

(156)
内面口縁部右肩上がり横方向ヘラミガギ。内面黒色
処理。

石英粒多、海綿
骨針微量

良好 にぶい橙色
300/O、 墨書
「子而?」

土師器
甕

(206)
口縁部内外面ヨコナデ。胴部外面ナデ、内面ヘラナ
デ 。

石英、角閃石 良 好 にぶい橙色

7
土師器

甕

(230)
口縁部内外面ヨヨナデ。胴部外面ナデ、内面ヘラナ

石英、角閃石 良好 にぶい橙色

土師器
甕

87
胴部外面ヘラケズリ。底部外面オサエ。 石英、微砂粒 普通 褐灰色

土師器
奏

(77)

胴部外面ヘラケズリ。底部外面オサエ。 石英、角閃石 普通 褐灰色

灰釉陶器
婉

的
堀⑩

灰メ由イ寸↓)≠卜け 精 良 良好 灰白色

5 内黒

*eヽ

0                     10Cm

第15図  7号住居跡
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8号住居跡

1黒色

る
|

2黒褐色

3褐色

4褐色

5褐色

3号住居跡

1褐色

2褐色

3暗赤褐色

ローム粒子少量、焼土粒子極少量、軟

らかい、自然堆積
ローム粒子少畳、ローム小 プロック少

量、締 り有 り、自然堆積
ローム主体、ローム粒子少量、炭化物

粒極少量、やや軟らかい、自然堆積
ソフトローム主体、軟らかい
ローム主体、ローム小ブロック、締 り

有り、掘 り方覆土い

Pl・ 2
ローム粒子 焼土粒子中量、軟 らかい

ローム小プロック、ソフ トローム主体、

やや軟 らかい

焼土小～中プロック多量、軟 らかい

鬱炉
fll

3号住居跡 P3
1褐色  ローム小中プロック中豊、や

や締 り有 り
2褐色  ソフトローム主体、軟らかい

硬化面
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o                  2m

8号住居跡炉

1暗赤掲色 焼土小 中プロック、炭化物粒、軟 らかい

8号住居跡 間仕切 り溝

1暗褐色 ローム小 プロック主体、軟 らかい

2暗褐色 1層 よ り僅かに暗い、わずかに軟 らかい

3暗褐色 ソフ トローム主体、 ローム小ブロック少量

4褐色  住居跡掘 り方、締 りあ り
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8号住居跡 (第 16図 )

位置 調査区の中央部Cla3～ b3、 b4グ リッドにある。 規模と平面形 6.20× (4.00)mo l号堀によっ

て東側を壊されている。 主軸方向 N-25° ―W 壁 壁高は6～ 18cm、 ほぼ垂直に立ち上がる。 床

南側と東側の主柱穴のタト側の区画がベット状に約 5 cm高 まっている。P2と P3の間のベッド状の高ま

りの端の一部が硬化 していたが、他は床の硬化面の風化が進んでいる。間仕切 り溝は、南壁から直角に中

′しヽに向かってベット状遺構を切 り込んで造られている。 ビット 4本主柱穴のうち東側列の Pl・ 2が

残ってお り、床面では柱痕として確認できた。柱痕層上層では焼土粒が見られた。 P3は南壁際の炉の対

面やや西寄 りの位置にあり、出入 りロピットと考えられる。 炉 間仕切 り溝を延長したラインの少 し西

に寄った位置にあり、長径62cm、 短径52cmの精円形で深さ5 cmで 、火床面中央部が焼土化 している。 覆

土 覆土は自然堆積で、壁際のロームの三角堆積中に炭化物が含まれる。上層の黒色土中にも焼土粒が含

まれる。 遺物 覆土から精製土器の有段回縁壺口縁部、小型対、住居中央部の床面近 くから4の壷体部

が出土している。 所見 住居跡はベッド状遺構を持ち、出入 りロピットと間仕切 り溝、炉の各施設を住

居の中軸線のやや左側に持った住居である。出土遺物や遺構の特徴から古墳時代前期の住居跡と考えられ、

焼失住居と見られる。

表8 8号住居跡出土遺物観察表

9号住居跡 (第 17図 )

位置 調査区の中央部Clb4グ リッドにあり、床下の掘 り方が確認されている。 規模と平面形 掘 り

方の範囲は (4.30)× (4.25)m。  主軸方向 N-26° ―W 壁 一 床 床が残存 しておらず、床下の

掘 り方が四角 く廻る溝状に確認されている。 ピット ー 人処 ― 覆土 床下覆土は薄 く3層 あり締

りがある。 遺物 一 所見 掘 り方の規模 と平面形から、元の竪穴住居跡は、一辺430mを 少 し超える

方形の住居跡と考えられる。軸方向は、8号住居と近いので、古墳時代前期の住居の可能性が考えられる。

版
号

図
番

種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎土 焼成 色調 備考

l
土師器

有段口縁壼

６

一　

一

緩いS宇状に屈曲する有段口縁の口縁部片。口縁部

内外面ヨコナデ。
石英 史好 にぶい橙色

2
器
封

師
型

土
小

一　
一
呻

底部は小さな凹面の平底。口縁部内外面ミガキ、体

部外面ミガキ、内面ナデ。
石英、微砂粒、
海綿骨針微量

良好 にぶい赤褐色

3 珊訪
脚部片。脚都外面ミガキ。

長石、石英、海
綿骨針微量

良好 にぶい褐色

4
土師器

空

一　
一
調

底部は下方に突出し、底面は低い輪台状で種実圧痕

有 り。胴部外面ミガキ。
石英、海綿骨針 良好

にぶい褐色、黒
色
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●
司

9号住居跡
1黒褐色 ローム粒微量、粘性有 り、しまり普通
2暗褐色 ローム粒少量、粘性有 り、しまり普通
3掲色  ロームプロック少量、粘性・締 り普通

第17図  9号住居跡

10号住居跡 (第 18・ 19図 )

位置 調査区の中央部南寄 りClc4～ d4、 C2cl～ dlグ リッドにある。 規模と平面形 8.48× 8.63mの方

形、東側床面を 1号溝によって壊されている。 主軸方向 N-59° 一W 壁 壁高は23cm、 ほぼ垂直に

立ち上がる。 床 南西壁際～南東壁南寄 りの幅40cmの範囲以外全体に硬化 している。 ビット 2箇所。

主柱穴は西側の 2本が残存 している。 炉 3か所ある。炉 1は規模が長径101cm、 短径64cmと 大きく、

炉 2は炉 1に近い位置にあり径23cmと 小さい。炉 3は Plと P2の 間にあり、長径65cm、 短径21cmあ る。

貯蔵穴 3か所ある。貯蔵穴 1と 貯蔵穴 3は東隅にあり、貯蔵穴 2は北西壁の中央壁際にある。 覆土

覆土は3層で、下層堆積の 2層 はローム主体で、壁際堆積土の 3層 には炭化材片や焼土が含まれている。

遺物 覆土から小型の鉢、対、高郭、壷、甕、粗製器台、舟形土製品が出上 している。小型鉢は 1の粗製

と2の精製品が、 4は ミニチュア土器の甕、 6は 中実脚の高杯裾部、10の脚台部は、台付奏脚部にしては

大型であり、11号住居出土の粗製器台に似ており粗製器台の脚台部としたい。住居跡北側壁近 くの床面上

から、大きさ上径26cm、 下径33cm、 高さ13cmの 平面円形のにぶい褐色粘土塊が出上している。 所見 貯

蔵穴が 3か所、炉が 3か所あり、貯蔵穴 1と 8は南東隅にあり切 り合い関係がある。炉 1と 3は、大型住

居跡に見られる、複数炉の配置と考えれば、火処を別にするまとまりが同時に最低 2単位あったと考えら

れる。貯蔵穴 2の近 くの床上に残された粘土塊は、粘上を入れた円形の桶状の入れ物の形を反映している

のかもしれない。出土遺物から、古墳時代前期の住居跡と考えられる。
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AL=476

F L=472

G L=476

10号住居跡貯蔵穴 2
1暗掲色 焼土小中ブロック少量、

2褐色  焼土小中プロック多量、

10号住居跡

1黒褐色 暗褐色土ベース、黒褐色土プロック多量、やや締 り有 り

2褐色  ローム主体、明褐色土中プロック少量、締 り有 り

3褐色  ローム主体、明褐色土中ブロツク中量、焼土粒極少量、やや締 り有 り

4褐色  ローム主体、締 り有 り

と  L=474

0                             4m

D L=474 D

H L=474  
粘土

ｒ
〒

=

やや軟 らかい

やや軟 らかい

10号住居跡炉

1暗赤褐色 焼土小中プロック、炭化物粒、軟らかい

第18図 10号住居跡 (1)
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℃

表9 10号住居跡出土遺物観察表

② 艶
10

第19図 10号住居弥 (2)

図版
番号

種別 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎土 焼成 色調 備考

1
土師器
鉢

(108)
口縁上半部ヨコナデ、下半部ナデ、内面ハケメ。
体部外面斜方向のハケメ。

長石粒・礫、石
英、海綿骨針微
量

良好 にぶい褐色

2
土師器
鉢

(103)

61
28

小さな凹面の平底で、体部は半球形。内外面とも斜
方向のミガキ。 長石、石英 良好 にぶい褐色

3
土師器

小型対

(90
口縁部片。内外面赤彩、外面摩耗、内面ミガキ。 長石、石英 普通 にぶい赤褐色

4
器

甕

師

型

土

小
48

口縁部欠損。胴部外面ハケメ、底部は無調性で籾状
圧痕、内面ヘラナデ。

長石、石英、海
綿骨針

良好 橙 色

5
土師器

笠

(172) 複合口縁壼の口縁部片。頚部外面斜方向のハケメ後
斜方向のミガキがまばらに入る。内面横方向のヘラ
ナデ。

石英、海綿骨針 良好 にぶい橙色
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版
号

図
番

種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎土 焼 成 色調 備考

6
土師器
高杯

一
　

一

１

脚部片。やや小振りな「ハ」の字状に開く脚部で、
外面は縦方向のミガキ、内面はハケメ。

長石、石英 普通
黒色、にぶい橙

色

7
土師器
甕

＆

一　

一

外反して立ち上がる口縁部片。口縁部内タト面ヨヨナ

デ、一部指頭痕。
長石、石 英 良好 黒 色

8
上師器

甕

９

一
　

一

口縁部は直線的に外傾 し、やや長めに立ち上がる。
口縁部タト面斜方向のハケメ、内面横方向のハケメ。

長石、石英 良好 にぶい橙色

9
土師器
甕

・６ ０

‐９ ０

６ ８

口縁部は直線的に短く立ち上がる。胴部は位げた球

胴形で、底部が別作 りのため接合部で傾斜角度と調

整が変わる。底部は、底面が不明瞭な輪台状。胴部

外面は斜方向のハケメ、下位はナデ、胴部内面ヘラ

ナデ。

長石、石英、海
綿骨針

良好 にぶい橙色

土製品
粗製器台

一　

一

４

粗製の器台脚部片。外面縦方向のハケメ、内面下半

部横方向のハケメ、上半部ナデ。
長石・石英 普通 にぶい褐色

11
土製品

舟形土製品
幅〔28〕長133]厚 [2刻、重1138g、 舶先部分の破片。 長石・石英粒 良好 にぶい掲色

11号住居跡 (第 20・ 21図 )

位置 調査区の南西部Clc3～ d3グ リッドにある。 規模と平面形 5.42× 543の方形。 主軸方向 N
-70° ―W 壁 壁高は約24cm、 ほぼ垂直に立ち上がる。 床 全体に弱 く硬化 している。 ビット 1

箇所。 Plは柱穴状で、図にあるP2と P3は住居を壊す新 しいピット。 炉 ― 覆土 覆土は3層で、

壁際 2・ 3層 は暗褐色上、上層の 1層 は黒褐色土層である。 遺物 覆± 2層から古墳時代前期の土師器

と粗製器台が、1層 からは須恵器甕が口縁から底部にかけて破片で出上 している。古墳時代前期の土器は、

2の ように小さな平底を持つ小形重がある。外面全体にミガキを掛けた壷は、11の ように下膨れのもの、

12の ような有段口縁のもの、13や 16の ように底部の突出するものがある。奏は24の甕のように口唇部付近

で屈曲するもの、22,の 甕のように口唇部を小さく折 り返 し端部にキザミを入れるものがある。 所見

出土遺物の特徴や粗製器台の出土から古墳時代前期の中葉頃の住居跡と考えられる。 1層 出土の須恵器甕

は、擬格子状の叩き、内面に当て具痕、肩部～顎部のカキメ等から古墳時代後期 6～ 7世紀前半代のもの

かと思われる。

表10 11号住居跡出土遺物観察表

版
号

図
番 種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色調 備考

1
土師器
鉢

一　
一
娼

平底で、国縁部は外反して開く。体部～口縁部外面
ミガキ、内面ナデ。

石英 良好 黒褐色

2
土師器
鉢

一　
一
朋

底部は小さな凹面でナデ。体部赤彩、横方向のミガ

キ。
長石、石英 良好 橙色

3
土師器
小型鉢

一　
一
郷

底部は小さな平底。胴部外面ヘラケズリ、内面ナデ。

器壁薄い。

石英、海綿骨針
微量

良好 にぶい橙色

4
器
鉢

師
型

土
小

畷
７０
３‐

粗製の小形鉢で、底部は胴部との境が不明瞭な平底。

胴部ハケメ。口縁部内面積方向のハケメ、口唇部ヨ
コナデ、内面ナデ。

長石、石 英 良好 にぶい橙色

5
土師器
鉢

‐４６

側

２３

底部は小さな凹面で、底部を除き内外面赤彩・ミガ

キ。
石英、海綿骨針 普通 赤褐色
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o                  2m

11号住居跡
1黒褐色 ローム粒子極少量、下層に暗褐色土小中ブロック多量、やや締 り有り
2暗褐色 暗褐色土小中プロック主体、締 り有 り
3暗褐色 暗褐色土主体、ローム粒子少量、軟らかい

4掲色  ローム主体、締 り有り、掘 り方覆土

11号住居跡 Pl
l暗褐色 ローム粒子中～多量、炭化物粒少量、やや軟らかい

2暗褐色 ローム粒子中畳、軟らかい

3暗褐色 ローム粒子多量、やや軟らかい

11号住居跡 貯蔵穴

1暗褐色 ローム粒子少量、暗褐色土小中プロック少量、やや軟らかい

2黒褐色 ローム粒子少量、暗褐色土小中プロック少量、やや軟らかい

3黒褐色 暗褐色土主体、ローム粒子少量、軟らかい

第20図 11号住居跡 (1)
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第21図 m号 住居跡出土遺物
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図版
香号

種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色 調 備考

6
土師器
奏

(220)
口縁部片。日縁端部を面取 りする。口縁部外面ミガ

キ、内面ヘラナデ。
長石、石英、海
綿骨針

良好 にぶい褐色

7
土師器
鉢

(170)

底部欠損。体部内外面赤彩 ミガキ。 石英、チャー ト 普通 赤褐色

8
土師器
高ネ

(140)

郭部内外面赤彩。 石英、チヤー ト 良好 赤褐色

9 珊訪
脚部片。短い柱状脚で下半部が中空。 長石、石英 良好 にぶい橙色

土師器
笠

l■6
口縁部片。直口縁で、頸部に粘土紐を巻きつける。
口縁部外面ハケメ後一部ミガキ。内面ナデ後ミガキ。

長 石 石英 良好 黒褐色

土師器
空

胴部片。外面ハケメ後ミガキ。内面ヘラナデ。 ヽ
針

石
骨

長
綿

石英、海
普通 にぶい橙色

土師器
霊

有段口縁重の肩～頸部片。胴部外面ミガキ、内面ヘ

ラナデ後オサエ。頭部内外面ミガキ。
長石、石英

やや不
良

暗赤褐色

土師器
笠

71
底部片。底部木葉痕。胴部内外面ミガキ。 ヽ

針
石
骨

長
綿

石英、海
良好 にぶい褐色

土師器

霊

172
口縁部片。複合口縁で、顕部外面縦方向のミガキ、
口縁部内面積方向のミガキ。

長石、石英 良好 にぶい赤褐色

土師器
霊

(140)

(295)

66

口縁上半部久損。単口縁で、胴部中位に最大径を持
ち、底部は小さく突出する。胴部外面斜方向のミガ

キ。底部外面木葉戻。

長石、石英、微
砂粒

普通 にぶい橙色

土師器

重
64

胴上半部欠損。底部弱い木葉痕。胴部外面 ミガキ、
内面ヘラナデ6

長石、石英
やや不
良

暗褐色

土師器
霊

(138)
口唇部久損。胴都外面ミガキ、内面ヘラナデ。 長石礫、石英 良好 にぶい橙色

土師器

霊
胴上半部外面ミガキ、内面ヘラナデ。

チャー ト、石英、
海綿骨針

良好 灰褐色

土師器
霊

底部片。底部外面ナデ。胴都外面ヘラケズリ後ミガ

キ。

長石粒・礫、石
英、海綿骨針微
量

普通 暗褐色

土師器
甕

51

平底の底部片。底部と胴部下端ヘラケズリ、内面雑
なミガキ。

長石、石英 良好 にぶい褐色

土師器
宣

GD

胴部外面ミガキ、胴部下端ヘラケズリ。内面ヘラナ
デ。底部ヘラケズリ。

長石礫、石英 良好 にぶい褐色

土師器
甕

(180)
短い複合口縁で、口唇端部にキザミを入れる。口縁

部内外面ナデ。
石英、チャート 良好 にぶい褐色

土師器
甕

(189)

口縁部内外面ヨコナデ、胴部外面ヘラナデ。 長石、石英 良好 黒褐色

24
土師器
奏

148
92め
48

口縁～肩部破片。口縁部は端部で外反する。日縁部
外面上半部横方向に連続する指頭痕、下半部ハケメ。
胴部外面ハケメ、内面ナデ。器壁が薄い。

長石、金雲母 良好 黒色

土師器
甕

限
・８３
開

平底で、胴下半部の膨らみが弱い。口縁部はタト傾し、
端部で屈曲して開く。胴部外面縦方向のハケメ、内

面ヘラナデ。口縁部外面ヨコナデ、内面ミガキ。底

部外面弱いハケメ。

チャー ト、石英 良好 にぶい褐色

土師器
粗製器台

鋸
四
閉

脚部一部欠損。外面ハケメ、内面ハケメ。受け部・

脚部とも端部を内面に折 り返し複合化している。
長石、石英 普通 にぶい黄橙色

土師器
粗製器台

一

＆

＆

受け部1/2欠損。外面ハケメ、内面ハケメ。受け部・

脚部とも端部を複合化させ、器壁を厚 くしている。
長石、石英、海
綿骨針微量

普通 にぶい褐色

―- 32 -―



図版
番号

種別 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 月台土 焼成 色 調 備考

土師器
粗製器台

(121)
163
141

受け部と脚の一部欠損。内外面ナデ。受け部は口縁

部に一か所基部近くまで及ぶ逆三角形の切 り込みが

入る。

長石、石英、海

綿骨針微量
良好 にぶい褐色

土師器
粗製器台

(127)
165
(138)

受け部と脚の一部欠損。内外面ナデ。受け部は口縁

部に一か所基部近くまで及ぶ逆三角形の切り込みが

入る。

長石、石英、海
綿骨針微量

普 通 にぶい褐色

土製品
土玉

径24、 厚 さ22、 7し径042、 重1082g 微砂粒 良好 にぶい褐色

須恵器
斐

(200)

胴部外面擬格子叩き、内面同心円文当て具痕。 長 石
やや不
良

灰白色 覆土上層

X

―

第24図 H号 住居跡出土遺物 (5)

0                            10Cm
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第 2節 古 墳

調査区の東側区域で 2基 (1・ 2号墳)、 西側区域で 3基 (3-5号墳 )、 合わせて 5基の古墳が見つかっ

ている。 1号墳は埴輪をもち、円墳ならば周濠の1/3を残す 6世紀の古墳。 2号墳は埴輪をもつ円墳で 6

世紀の古墳、 3・ 4号墳は円墳で 4世紀、 5号墳は円墳で時期不明である。 1号墳のみ墳丘の一部が残っ

ていたが、いずれも墳丘と周濠の上部は削平されており、埋葬施設は確認できなかった。

1号墳 (第 25。 26図 )

周濠の北西部と墳丘の中央部分が残る推定円墳である。調査区をはずれる東南部は削平をうけるなどし

て墳丘や周濠の痕跡は確認できないため、前方部が調査区外へ廷びる前方後円墳である可能性 も否定でき

ない。現存する墳丘および周濠には埋葬施設が見つかっておらず、関連する遺物や構築物の伝聞もない。

位置 調査区の東端に位置する (B2c4グ リッド)。

規模 墳丘直径は推定19m。 周濠のタト縁は同じく25m。

墳丘 現存する墳丘は直径約8.5m、 もっとも深い周濠底からの比高差は3.4mで ある。旧地表面 (第 25図

19層)上 に薄い層を重ねて墳丘を築いている。周濠内で数イ回の礫が見つかったものの、表土や周辺からは

でておらず、葺石があつた可能性は低い。

周濠 幅は現状で33.5m、 深さは0,71.lm、 西側では長さ13mに わたって深さ1.5mと 深 くなっているが、

その中に特別な施設は見つからなかった。

埋葬施設  調査区内では、見つからなかったが、墳丘南側に残っている可能性がある。

出土遺物  土師器と埴輪 (円筒、朝顔形円筒、形象)が出土 している。

(1)土師器

土師器は 1′点見つかっている (表 11、 第31'32図 1)。

ほぼ完形の杯で、西側周濠の もっとも深い部分の底面上に横転 した状態で出土 した (第29,30図

H―H')。 口縁部が外側に開く邦で、口縁は外傾 して立ち上が り、上半途中を過ぎたところで屈曲して外側

に開き、口唇端部でわずかにつまみあげている。赤 く焼きあがる鉄分の多い胎土を使用 し、橙色を呈す。

内面は全体にミガキをかけており、口縁部では横方向に、体部上半部は往復する放射状に、体部内底面で

やや乱れている。外面は口縁部がヨコナデで、体部はヘラケズリである。

出土状況は単独で、周囲に共伴する遺物は認められなかった。周濠内から出土した遺物のほとんどは、周

濠にいくらかの土が堆積 してから周濠に落ち込んだ状況を示 してお り、周濠底面から出上 した遺物はこの

上師器だけである。したがって、杯 1は古墳築造時あるいは、埋葬時の祭祀と関連する可能性が高い。

(2)埴輪

円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪、形象埴輪が出土 している。

埴輪のほとんどは周濠内からの出上で、出上分布は北狽1の周濠に少なく、西側に多 く見つかっている。

特に、調査区の南端に近い場所では密度が高い。

形象埴輪には、人物・馬形埴輪があるが、いずれも破片で全体が復元できるものはなかった。人物埴輪

3点 (5卜53)が西側周濠南部墳丘寄 り (第 29。 30図K―K')か ら、馬形埴輪 1点 (66)が西側周濠中ほ

ど (第 27・ 28図 G―G')か ら出土している (第53図 )。

埴輪はいずれも、周濠が一定量自然堆積 した面に墳丘寄 りに倒れこみ、さらにその上に上が堆積 した状

―- 34 -―



C L=480

Ｄ
一

L却

二 L―蜘 y

0                            5m

G

11月 ,,養

1暗褐色土 褐色主主体、均質で歎らかィド、表土                    生

:籍1警謙 I練場静警,な,

輯§三
土

::拿璧|ね―建室會ユ:ぞご手壊評なこぁり
品紹琶圭

“

食懲ヨ気常と空跳丁懸争量と詠舞:安雰垂争専単とと

'と

り
11毎監土  コーム、黒色上、褐色土中プロンク舞 、 し.ま―りあ|り

罐多鶴:;:今魏4そξi5写吉ケ娘争鶴Й言りあ,

導目魯三辮 B孝とこ:ヨ |あ
,

勢暑魯:土 二i:三ξ文を3繊琶1憲ぎ昇ぁり

α
一

1号墳 墳丘実測図 (1)第25図

-35・ 36-



0                           5m
!

226図  1号墳1 墳丘実測図 (2)

-37-



ё

鰯6

第27図  1号墳 遺物出土状況図 (1)

―- 38 -―



F L=480 F

G L=478

第28図  1号墳 遺物出土状況図 (2)

態で出上 している (第27-30図 )こ とから、墳丘に立ち並んでいた埴輪は周濠が埋まりはじめてしばらく

して、墳丘から周濠に滑 り落ち、その後さらに埋没 したと考えられる。

西側の周濠内で30cmほ どの大 きさの礫が数個見つかつたが、円筒埴輪 とは垂直位置が大きく異なってい

て、これらの礫と埴輪、あるいは墳丘との直接的な関係は見出しがたい (第29・ 30図」J')。

円筒埴輪 (表1214、 第32-37図243) 全体を復元できる円筒埴輪はすべて 3条 4段で、大きさや器

形、色調、調整の特徴などは破片を含めて似かよっている。器形は底部からゆるやかに外傾 し、日縁部に

至ってややひらく。

復元できた 6個体 (10。 11・ 14・ 21・ 28・ 29)の器高は47.6-51,7cm、 口径は24.卜 (27.3)cm、 底径は144(17.2)

cmであり、やや細身である。

口縁部を第 1段 とし、下へ第 2段、第 3段 と数えるとすると、円形の透了しは第 2・ 3段にあけられてお

り、それぞれの位置は直交 している。突帯の断面形は低いM字形や台形である。段間 (突帯間)が近似値

を示す個体が多 く、突帯設定をしていると考えられる。円筒下端に横方向のナデ、あるいは擦痕がみられ

るのは、突帯設定のための工具の当たりであろう。

外面はタテハケであるが、ハケメがはっきりしている。口縁部をナデる際、ヨコナデの下端が沈線状に

残るものがある (20、 21)。 内面イュハケ後ナデるが、口縁部周辺にはハケメの残るものがある。

朝顔形円筒埴輪 (表 14、 第37・ 38図44-50) 全体が復元できるものはなかった。5段 目まで復元でき

たのは 1点 (49)で透孔は第 3段と第 5段にあけられており、6段以上あることは確実である。

第 3段は肩がやや張っていて、短くひらく第2段 を挟んで第 1段は直線的に外傾し、日縁ではさらにひ

らく。透孔は円筒埴輪に比べて直径が小さい。口径のわかるもので40.Ocmで ある。

外面はタテハケで、第 3段のみタテハケ後横方向にナデを施す。内面はハケ後ナデる。

∈
一
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形象埴輪 (表 15、 第39・ 40図 51-73) 人物 と馬

形が出上 している。5154は人物埴輪。51は 人物の

腰部で、前正面から左寄 りに大刀を楓いている。腸

に透孔があ く。基部の直径は推定16.Ocmである。52

は人物の上着裾部分であるが、51と は別個体であ

る。53は顔の下半部である。成形後、口を切 り込む

が、内面をナデる際にその一部が塞がってしまって

いる。鼻孔の表現はない。54は左手で、親指は欠損

している。手の甲に刺突がある。53と 54は胎土や色

調、ナデの仕上げなどが似ていて、同一個体の可能

性があるが、51・ 52と は別個体と考えられる。

5573は 馬形埴輪。55は 馬形の鼻づ らに近い部分

と考えられる。56は 馬形の鞍の一部。57,58は 何か

か ら剥落 したもので、馬形の馬具の飾 り金具 を表

したものであろう。

59は 種類不明である。何かか ら剥落 している。

表 12 1号墳出土遺物観察表 (2)

第31図  1号墳出土土器写真

表 11 1号墳出土遺物観察表 (1)

番号 種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色調 備考

1
土師器

邦

唖
５２
・

口縁部は外傾し、口唇部に向かつて弱 く屈曲して開
く。体部内面のミガキは中心部がやや乱れ、周辺部
は放射状。日縁部は横方向のミガキ。体部外面ヘラ
ケズリ。

金雲母 良好 橙色

番

号
輪
類

埴
種 計測値にm) 段 間値 (cm)

受互     !し
帯
面

突
断

焼

成
胎土 色調 成形・整形の特徴 備考 注記数値

イ監洋×オ音rmヽ

2 円筒

国径

底径

残高

l炭   130
台形

良

好
石英 角閃石 長石
浅責橙

画
面

外
内

タテハケ後口縁ヨコナデ
ナデ

No7,周 2区 ,

墳丘表土

3 円筒

口径  ―

底径  一

残高  64
台形

良

好

石英 角閃石・白色粒 赤褐色
粒
にぶい橙

外面 タテハケ

内面 斜のナデ
No6,周

円筒
一　
Ａ
】
Ａ

径
径
言

口
底
確 髯下母 135

台形
良

好

百英 角閃石 チヤート・赤褐
色粒
勺:淡橙 外 :橙

71・面 タテハケ,下端 横の擦痕
勺面 維のナデ

No20, 周l区

5 円筒

口 律  Z46
底径  ―
裕 帝釘  17R

l撲  125
台形

良

好

致密  石央・角閃石 チ ヤー ト

貢質乳 白色料
tぶい給

面

面

朴

勺
タテハケ後口縁ヨコナデ

斜のナデ
No22

円筒

ａ

一
７

径
径
高

口
底
残

段

段 円  2段 63X68 台形
良

好

石英・角閃石 チャート 礫 ([

mm, 15mm)
ret

面

面

朴

勺
タテハケ後口縁ヨコナデ
斜のナデ

7 円筒

９

　

９

伽
．
３２

径
径
高

口
底
残

段

段 円 2段 6お
台形～

低M字
良

好

石英 角閃石 チャート・赤褐
色粒
橙

外面  タテハケ後 口縁 ヨコナデ

内面 横のハケ後 口縁 ヨコナデ ,

斜のナデ

No8,周 3区

円筒
・
削
客

全
径
高

四
底
残

良

好

石英・角閃石 チャート
にぶい橙

外面 タテハケ,下端 横の擦痕
内面 斜のナデ,

No9,周3区

表土

9 円筒
．　
．
９５

後
径
高

口
底
残

低M字
良

好
石英・角閃石・白色粒
内 :浅黄橙 外 :橙

外面 タテハケ

内面 縦のナデ
No9

円筒

『
９
２

径
径
高

口
底
器

1ギ曳 140
2段 114

3段 116
4E乾  142

円ζ陰踏受既 台 形
良

好
石英・角閃石 長石 赤褐色粒
橙

外面 タテハケ後口縁 ヨコナデ
,

下端 横の擦痕
内面 斜のナデ

第 1段外面
黒色物付着

No8 9,
周2 3区

,

墳丘2区表土
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表 13 1号墳出土遺物観察表 (3)

香
号

埴輪
種類

計測値 em) 段間値 (cm)

透
帝

面

突

断

焼

成 胎土 色調 成形 整形の特徴 備考 注記数値
砕午×オ替rmⅢ

11 円筒

径

径
高

口
底

器

1段

2段

3段

4段

16

16

14

30
円 3段 55

台形～

低M字
良

好

石英 角閃石 チャート 赤褐
色粒 礫岩礫(8m耐

橙

外面 タテハケ後口縁ヨヨナデ
,

下端 横の榛痕
内面 斜のナデ

外面剥離者
ししゝ

N013 25,
周 1 3区

,

表土

円筒

口径  ―

底径  (155
残高  194 最下段  130

台 形

良

好

石英 角閃石 チャート 礫limm,

2～ 5mm)

内 :浅黄橙 外 :にぶい黄橙

外面 タテハケ,下端 横の擦痕
内面 斜のナデ

No10 21,
周3区

13 円筒

口径  ―

底径  ―

残高   148

台形～

低M字
良

好

石英 白色粒 長石 やや砂粒

多
にぶい橙

面 タテハケ

斜のナデ内面
No14

14 円筒

径

径
高

回
底

器

1杖

2段

3段

4段

円 3段
台形～

低M字
良

好

石英 角閃石 長石 チャー ト

赤褐色粒

橙

外面 タテハケ後口縁ヨコナデ,

下端 横の擦痕
内面 ナデ

N028 30
33  35  36

38,

周3区 ,表土

円筒

径

径

高

国

嘆

残

1快    135
台 形

良

好

石英 角閃石 チャート 赤褐

色粒 チャート礫(1l X 5m→

ret

外面 タテハケ後口縁ヨコナデ

内面 斜 縦のナデ

D25,周 2

西3区 ,

1丘表土

16 円筒

径

径

高

ヨ

氏

茂

1撲    ]27
2段  ■ 5

3二兜  117
円 2段

3段
65× 80
67

台形
良

好

石英
橙

角閃石 赤褐色粒 外面 タテハケ

内面 ナデ

)27  28

31,

3区 表土

17 円筒

径

径

高

口

喚

残

240

299

快

段 ヨ 2段 60× 66
台形～

低M字

良

好

石英

橙

角閃石 赤褐色粒 外面 タテハケ後口縁ヨコナデ

内面 斜のナデ

28

3区

円筒

径

径

言

口

嘆

確

台形
良

好

石英 .赤褐色粒
内 :にぶい黄橙 外 :浅責橙

外面 タテハケ

内面 縦のナデ
l区

円筒

径

径

菖

口

広

確

284 1枝    139
2段    94 台形

良

好

石英 角閃石 チヤー ト・赤褐
色粒 礫(7mω

淡橙

外面 タテハケ後口縁ヨコナデ

内面 ナデ
,周 3区

円筒

径

径

言

口

底

確

(258 1枝    134
円 2段 77 低M宇

良

好

石英・角閃石 チ ヤー ト 赤褐

色粒

潜

外面 タテハケ後口縁ヨヨナデ
,

国縁端から3cmに 沈線

内面 ナデ
予」離著しψ 3 西区 ,

丘表土

21 円筒

径
径

高

口
底

器

(273

(160
517

1蚊

2段

3段
4段

円 3段 63× 69
台形～

低M字
良

好

央石

粒

密

色

致

喝

登

角閃石 長石  赤 外面 タテハケ後口縁ヨコナデ
ヨコナデの下端が沈線状に残る

内面 ナデ

３３

区

円筒

径

径

高

口
底

残

(215,

73

良

好 褐

英

赤

石

明

角閃石 長石 赤褐色粒
外面 タテハケ後口縁ヨコナデ

固2区
,

噴丘表土

円筒

径

径

高

口
底

残

(220) 良

好

英

白

石

灰

角閃石 赤褐色粒
外面 タテハケ後口縁ヨコナデ 同1 2区

円筒

径

径

高

口

底

残

(225)

47

良

好

石英 角閃石 赤掲色粒 白色
粒

橙
外面 タテハケ後口縁ヨコナデ

内外面とも

剥離著しい
N031.

同3区

円筒

径

径

高

口

底

残

良

好

石夫 角閃石 赤褐色粒
にぶい橙

外面  タテハケ後口縁 ヨコナデ 同3区

円筒

一　
一　
７

径

径

高

日

底

残

低M字
良

好

石英 角閃石 赤褐色粒 白色

粒

明赤褐

外面 タテハケ

内面 斜のナデ
周表土

円筒

径

径

高

口
底

残
低M字

良

好

石英 角閃石・赤褐色粒 白色

粒
にぶい橙

外面 タテハケ,突帯貼付後にも
一部タテハケか

内面 斜のナデ
表土

円筒

径

径

高

口

底

器
(160)

506

段
段

段

円 2段 67X70
台形

良

好

石英  角閃石 チ ャー ト 赤褐

色粒

にぶい橙

外面 タテハケ後日縁ヨコナデ,

下端 横の榛痕
内面 上半 斜のナデ,下半 斜の

ナデ

周3区

円筒

径

径

高

口

底

器

1段

2段

3段
4段

円
:凄

58× 61
63× 65

台形
良

好

石英 角閃石 チヤー ト 赤褐
色粒 礫(1～ 2mnl

橙

外面 タテハケ後口縁ヨコナデ,

下端 横の擦痕

内面 斜のナデ

No24

円筒

径

径

高

国

底

残 201

円 2段 低M字
良

好

石英 角閃石 長石 赤掲色粒

白色粒

橙

外面 タテハケ

内面 粗い縦のナデ

朝顔形基部
の可能性あ
り

周3区

円筒

□径  ―

底径  ―

残高  128
台形

良

好

石英 '角 閃石 赤褐色粒 白色

粒
にぶい赤褐

外面 タテハケ

内面 斜のナデ
周西3区

円筒

一　
一
８

径

径

高

日

底

残

台形～

低M字

良

好

石英・角閃石 赤褐色粒・ 白色

粒

にぶい橙

外面 タテハケ

内面 斜のナデ
周3区

円筒

径

径

高

口
底

残 最下段 150
低M字

良

好

緻密 石英 角閃石 'チ ャー ト

赤褐色粒

橙

外面 タテハケ,下端 横の擦痕
内面 ナデ

周3区
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表 14 1号墳出土遺物観察表 (4)

番

号
埴輪
種類

計測値(cm) 段間値にm)

透
帝

面

突

断

焼

成
胎土 色調 成形 整形の特徴 備考 注記敷 1日

(縦 ×横cm)

円筒

口 径

底径

残 高

良

好 石英 チヤートにぶい黄橙
外面 タテハケ,下端 横の擦痕

内面 斜のナデ

No31,

周3区

円筒

一　
６

１

径

径

高

口

底

残

良

好

石英 角閃石 チヤート

にぶい責橙

外面 タテハケ.下端 横の榛痕,

ネ苗却多

内面 斜のナデ

2区

円筒

一　
‐４０

８２

径

径

高

口

底

残

長
好

石英

橙

角閃石 長石 赤褐色粒 外面 タテハケ

内面 ナデ
周2区

円筒

一　
５

５

径

径

高

口

底

残

良

好

英石

粒

橙

チ ャー ト 長石 赤褐色
外面 タテハケ.下端 横の擦痕

内面 斜のナデ
墳丘表土

円筒

径

径

高

国

底

残

(150)

71

良
好

石英  チ ヤー ト 長石 赤掲色

粒

橙

外面 タテハケ,下端 横の擦痕

内面 斜のナデ

円筒
一　
一　
２

径

径

高

国
底

残

良

好

石英 角閃石 赤褐色粒  白色

粒

赤褐

面

面

本

勺

横の粗 いハケ

横 のナデ
周西3区

円筒

径

径

高

国
底

残

良

好

石英 角閃石 赤褐色粒  自色

粒

にぶい責橙 '卜

面 タテハケ後口縁ヨコナデ
周2区

,

墳丘表土

円筒

口径  ―

底径  ―

残高  97

良

好

石英 角閃石 赤褐色粒

内 :にぶい黄橙 外 :にぶい橙

外面 タテハケ後口縁ヨヨナデ

内面 ナデ
周3区

円筒

一　
一　
４

径

径

高

口

底

残

良

好

石英 角閃石 白色粒

内 :灰責 外 !にぶい橙
外面 タテハケ後口縁ヨコナデ 周

円筒
一　
一　
５

径

径

高

口
底

残

良

好

角閃石 赤褐色粒 白色粒

内 :橙 外 :にぶい橙
外面 タテハケ後口縁ヨヨナデ 墳丘表土

朝顔形

円筒

径

径

高

□
底

残

良

好

石英 角閃石 白色粒
にぶい橙

外面  タテハケ後国縁 ヨコナデ
勺面剥離者

しい
周3区

朝顔形

円筒

一　
一
３

径

径

高

口

底

残

良

好

石英 角閃石 赤褐色粒 白色
粒

橙

外面 タテハケ後口縁ヨヨナデ
No12,

周3区

朝顔形

円筒

径

径

高

回
底

残

低 M字
良

好

英
橙

石
粒

角閃石 赤褐色粒 白色
外 面  タテハ ケ

2段 目内面

剥離
周2区

朝顔形

円筒

口径

底径

残高

低M宇
良

好

石英 角閃石 赤褐色粒 白色

粒

橙

デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内

突常 にハケ痕あ り
3段 目 周2区

朝顔形

円筒

口径  ―

底径  ―

残高  70

台形～

低M字
良

好

石英 角閃石 白色粒
にぶい赤褐

外面 タテハケ

内面 斜ナデ

径が/1ヽ さく

朝顔形の可

能性高い
周表土

朝顔形

円筒

口径  400
底径  ―

残高  503

1段  109
2段   73
3段  101
4段  115

段

　

段

円

56X52

42

台形
良

好

石英 角閃石 チヤー ト 赤褐

色粒 礫(2～ 3mnl

橙

外面 タテハケ後日縁ヨコナデ.

とビ補修のナデ数ケ所あり

3段 タテハケ後ヨコナデ

内面 第1 2段横のナデ.上
半 斜のナデ 下半 維のナデ

No27 28
29  30  37,

周3区

朝顔形
円筒

径

径

高

口

広

残

5

264

段

段
段

一
宇

形

Ｍ

台

低

良

好

石英 角閃石 チ ヤー ト 赤褐

色粒

橙

外面 タテハケ後口縁ヨコナデ第
3段 タテハケ後横のナデ

内面 横 斜のナデ
内面剥離

No27 33
34  35・ 38,

周3 西区,

墳丘表土

60は緩 く曲がる突帯が貼 りついた破片で、馬形あるいは人物が想定できるが胎土の類似から馬形の可能性

が高い。61・ 62は馬形の皮帯表現の一部。63は馬形につく鈴である。

64は馬形の前股左脚側で、腹孔がある。65は 同じ個体の後股で、両脚付け根で欠損 している。66は別個

体の前股で、右脚側である。64と 同様腹孔がある。

67は帯が只占りついた胴の一部、68も 帯の貼 りつきが剥離 している。69は貼 りつく粘土板が伸びていくと

ころで欠損 しているもので、障泥の取 りつき部分と考えられる。

70-73は馬の脚でいずれも直径はおよそ13cmで ある。

(55-59)、 (60-65、 67、 71-73)、 (69。 70)は それぞれ同一個体。

68の胎土・焼成は後述する 1号土坑の馬形埴輪 (表 21、 第55図 )に類似 している。
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表 15 1号墳出土遺物観察表 (5)
番

号
輪
類

垣
種 計測値にm) 焼 成 胎土 色調 成形 整形の41徴 注 記

51 人物 残長  130× 150 良好
石英  チ ヤー ト 赤褐色粒

橙 ～にぶい橙

人物腰部分 内面は風化による剥離が著しい 外面ハケ後一部ナ
デ,内面ナデ 基部外面タテハケ.内面斜のナデ

No32,

西周3区

人物
最大径 (23 Cll

基部径 (1841
良好

石央 角閃石 チヤート
浅黄橙

人物上着裾部分  外面 タテハケ 内面ナデ
N041,

周3区

人物 残長  88× 67 良好
良 石英 角閃石 長石 赤褐色粒
明赤褐

人物顔の下半部分 鼻孔表現はない 日はヘラで切りこむが,1ただけ貫通し
ている鼻の両脇が赤くみえるので類は赤彩していた可能性がある 内面ナデ

No19,

周3区

人物 残長  88× 30 良好
緻密  石実  角閃石 長石

橙

左手 親指は欠損 粘土で中実に成形し,ナデて仕上げる 掌は
ややくぽむ

墳丘表土

馬形 残長  35× 63 良好
Tl‐k密

橙
石英 角閃石 チヤー ト 破質白色粒

馬の顔 鼻 に近 い部分 内外面 ともナデ 墳丘表土

馬形 残長  48X45 良好
級密
橙

石英 角閃石 赤褐色粒 硬質白色粒
タテガ ミか鞍 の一部 内外面 ともナデ 上端面ナデ 墳丘表土

57 馬 形 残長  30× 24 良好
緻密

明赤褐

飾金具 か 粘土 円板の装飾 は欠落 してい る 剥離面がある 部位

不明
表土

馬 形 残長  24X38 良好
緻密 石英
橙

円形の飾 りが久落 している 剥離画があ る 部位不明 周

馬 形 残長 良好
緻密
明赤褐

石英
指で整形 し 両面 とも指 ナデ 剥離面あ り 部位不明 3号フン

馬 形 残長  55× 69 良好
石英 角閃石 長石 赤褐色粒
にぶい赤褐 体部に粘土紐を貼 りつける 部位不明 人物腰部の可能性もある 周 2・ 3区

馬 形 残長  56× 51 良好
やや密 石英 角閃石 赤褐色粒 硬質白色粒
橙

粘土帯貼付し,方形刺突を施す 内外面ともナデ 部位不明 墳丘表土

馬 形 残長  70× 64 良好
やや緻密 石英 赤褐色粒 硬質白色粒
橙

全体をナデて仕上げる 方形刺突を施す帯と施さない帯とを貼り
つける 部位不明

フン北表土

馬 形 残fこ  32X30 良好
級密
橙

石英 角閃石 赤褐色粒 硬質白色粒
剥離面をもつ鈴 全体をナデてなめらかに仕_と げている 墳丘表土

馬 形 残長  107× 80 良好
石英

橙

角関石 長石 赤褐色粒
前股 (左脚側)腹側 腹孔がある 内外面ともナデ No2

馬形 残長  114× 10( 良好
やや密 石夫 角閃石 ,長石 赤褐色粒
橙

後股部分 内外面ともナデ 墳 1

馬形 残長  104X10修 良好
徹密

橙

石英 角閃石 赤褐色粒 前股 (右脚側)前 側は粘土のつざ目で折損しているが粘上を足
して補強した痕跡がある 腹孔がある 内外面ともナデ

北東表土

馬 形 残長  74× 74 良好
やや緻密 石英 角閃石 硬質白色粒
陰 粘土帯貼付が一部残る 部位不明 タニ表土

馬形 残長  83× 77 史好
徹密 石英 角閃石 チャート 硬質白色粒
橙

粘土帯を貼 りつけるが,剥離している 内外面ともナデ 部位不明 表土

馬 形 残長  92× 74 良好
石英  角閃石 長石 赤褐色粒 硬質白色粒

橙
左障泥の前とりつき部分か 内外面ともナデ 周 2

70 馬 形 残長  64 良好
石英 角閃石 赤褐色粒
内 :にぶい橙 外 :橙 即の一部 墳丘表土

馬 形
径

高

底

残
(117)
60

貞 好
石英 角閃石
橙

即の一部 外面タテハケ,内面ナデ 墳丘表土

馬形 残長  109 良好
石英・角閃石 チャート
橙

卿の一部 外面タテハケ,内面ナデ
引ヒ周 2区

,

西周 3区

73 馬形
径

高

底

残
(l17)

125
良好

石英 角閃石 チャート 赤褐色粒
内 :明赤褐 外 :浅責掲

即の一部 外面 タテハケ 内面ナデ
霊
隅

周
西
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2号墳 (第 42・ 43図 )

墳丘を完全に削平された円墳である。周濠の上部も削平を受けている。東側周濠は一部調査区をはずれ

ている。遺構検出状況では埋葬施設の痕跡はなく、構築物や遺物に関する伝聞もない。

位置 調査区の東寄 り、 1号墳の西側7.5mに位置する (C2a2グ リッド)。

規模 墳丘直径16.5m。 周濠のタト縁で22mである。

墳丘 地山まで削られた状況で、墳丘だけでなく周濠上部も残っていない。北から南に傾斜する台地縁に

あり、南半分は緩やかに下がつている。南北の周濠上端の比高差は約lmである。

周濠 幅は現状で3.035m、 深さは1.4-1.8m。

埋葬施設 見つからなかった。

出土遺物 土師器と埴輪が出上 している。

(1)土師器

周濠内の覆土中から小片で杯が出土 している (表 16、 第47図 1)。 赤 く焼 きあがる鉄分の多い胎土を使

用し、橙色を呈す。内面のミガキは整った放射状である。体部外面はヘラケズリ後弱いミガキをかけてて

いねいに仕上げる。回縁部の外反は屈曲がなく、復元径は小さく器高は高い。

(2)埴輪

円筒埴輪、朝顔形円筒埴輪が出土 している。埴輪のほとんどは周濠内からの出土で、出上分布は北半分

に少なく、南半分に多 く見つかっている (第 54図 )。 出土状況はいずれも、周濠が一定量自然堆積 した面

に墳丘寄 りに横たわり、さらにその上に上が堆積 している (第 41・ 44-46図 )。 この状況は 1号墳と共通

してお り、2号墳でも周濠が埋まりはじめてしばらくして、墳丘に立ち並んでいた埴輪が周濠に滑 り落ち、

その後さらに埋没 したと考えられる。

円筒埴輪 (表 17-20、 第47-52図2-49)全体を復元できる円筒埴輪はすべて 2条 8段で、大きさや器形、

色調、調整の特徴などは破片を含めて似かよっている。器形は底部から直線的にやや外傾 しながら立ち上

が り、口縁部はわずかに外反するものが多い。復元できた8個体 (4、 5、 6、 7、 11、 12、 15、 16)で

の器高は37.2-40.5cm、 口径は16022.5cm、 底径は111(14,7)cmで、1号墳の埴輪と比較すると、小型で細い。

器壁も薄 くつ くられている。色調も全体に赤褐色のものが多 く、橙色が多 くて白っぽく見える 1号墳とは

様子が異なる。日縁部を第 1段 とし、下へ第 2段、最下段を第 3段とすると、第 1・ 2段の段間が約10cm

であるのに対 し、第 3段では16 18cmと 長 く、脚高の器形である。

円形の透孔は第 2段にあけられている。突帯の断面形は低いM字形、台形、ほぼ三角形に近いものがあ

る。円筒下端に横方向のナデ、あるいは擦痕がみられ、突帯設定のための工具の当たりと推測できるので、

突帯設定をおこなっていると考えられる。また、第 2段の段間と同じ間隔の沈線が、第 1段にもはいるも

のがあ り (3、 7、 9)、 その沈線は口縁 とは平行せず、第 1突帯と平行 しているので、なんらかの理由

で突帯をまわさない第 1段にも突帯設定線をいれてしまったと考えられる。第 2段にも沈線がまわってい

るものが 2点ある (12、 16)。 12で は高さ23.5cm、 16で は21.5cmの 位置に認められるが、16で は幅広 くひき

ずった一部が沈線のようにみえている。

ハケメは凹凸が少なく明瞭ではない。基本的にタテハケのみであるが、第 2段にタテハケ後に横方向の

ナデを全面 (8)あ るいは透孔周辺に施すものがある (11、 16、 21、 33)。 ヨコハケの技法のようである

がハケメは見えない。口縁部の破片でタテハケ後、縦方向のナデを施 したものが 1点ある (32)。 口縁部

のヨコナデは回唇部に限られるものが多い。
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第41図  2号墳 遺物出土状況図 (1)

C′ L=478

表 16 2号墳出土遺物観察表 (1)

番

号 種別 器種 計測値 (cm) 特 徴 胎 土
焼

成 色調 備考

1

上師器

杯

口径

器高

底径

口縁部が外反して開く 体部内面,放射状のミガキ ロ縁部は

横方向のミガキ 体部外面ヘラケズリ後弱いミガキ
金雲母微粒

良

好 明赤褐色

表 17 2号墳出土遺物観察表 (2)

番
号

埴輸
種類

計測値にm) 段問値(cm)

透 子L
常
面

突
断

焼

成 胎土 色調 成形 整形の特徴 備 考 注記形   数値
状  (縦 ×横cm)

2 円筒
４
　
一　
４
、

往
径

高

口
底

残

よFx  lυ  υ

2段   105 円 2段 59× 65
台形～

三角形

良

好

石英・角閃石 '長石 'チ ヤート

(粒 ～礫12cm)
内 !赤褐 外 :明赤褐

タテハケ後日唇ヨコナデ
上半 横のハケ・ナデ 下半 斜のナ

面

面

外

内

デ
4区

3 円筒

＆

一
６

径
径

高

口
底

残

杖

段 円 2段 53X57 台形
良

好
石英・角閃石・長石・チャート
内 :明責褐 外 :明赤褐

琳面 タテハケ後口唇ヨコナデ,口縁 第
1突帯と平行する(105cm)沈 線
内面 日縁 斜のハケ後ナデ

4 円筒

１
工
ｎ
！
４

径
径

言

口
底

塞

段
段

野
円 2段 60× 67 台形

良

好
緻密 石英 長石・チャート
内 :暗赤褐 外 :赤褐

外向 タテハケ後口唇ヨコナデ
内面 上1/31ま 斜のハケ,下 2/3は斜のナ
デ,下端 指押さえ

3区

5 円筒

口径 204
底径 o34
器高 379

段
段
段

円 2段 58× 62
台形

良

好

石英 角閃石・長石 チャート
赤掲

外面 タテハケ後国唇ナデ,第 1段全体
に横の擦痕
内面 口縁 横のハケ,上半 斜のハケ,下
半 斜のハケ・ナデ

6 円筒

口径 208
底径  111
器高 374

４

４

■

快
段
段

円 2段 57× 50
台形～

三角形

良

好

・　
　
梱

英

　

未

石

粒

明

長石 すチ ャー ト・赤褐色
外面 タテハケ,下端 横の擦痕
内面 上半 横～斜のハケ,下半 斜のナテ
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F L=478

G L=476

HL=476
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表 18 2号墳出土遺物観察表 (3)

ｒ
一

?  〔    2P

第46図 2号墳 遺物出土状況図 (4)

番

号
埴輪
種類

計測値(cm) 段間値(cm)

透
突帯

断面

焼

成
胎土・色調 成形 整形の特徴 備考 注記形   数値

状  (縦 ×横cm)

7 円筒

独
・２
３９

偉
径
高

］
底
器

Ｌ

９

８

挟
段
段

円 2段 55× 64 一
字

形

Ｍ

台

低

良

好

石英 .角 閃石 長石・チャート

軟質乳白色粒
赤褐

外 白  タテハ ケ後 口唇 ヨコナデ,日縁 に

第 1突帯 と平 行 す る(10cml沈 線 状 擦 痕 ,

第 2段下半 横の擦痕 ,下端 擦痕

内而 斜のチデ

No8・

周9 3区

8 円筒

径
径
言

日
底

確

(190) 段

段 円 2段 56× 47 台形
良

好
石英 角閃石 チヤー ト

橙

タト面 タテハケ後口唇ヨコナデ,第 2段 タ

テハケ後横のナデ

内面 上1/3横  斜のハケ,下2お斜のナデ
南周l区

9 円筒

■
　
一　
舟

径

径
盲

口
底

確

段

段 円 2段 58× 60
台形～

三角形

良

好

石英 角閃石 長石  チ ヤー ト

内 :明褐  外 :明責褐

外面 タテハケ後口唇ヨコナデ,口縁に

第 1突帯と平行する(llcm〉沈線
内面 上半 斜のハケ,下半 縦のナデ

周南1 2
区

円筒

口T■
~ ―

底径 (16α

残高  67

良

好
石英 長石 チャート
にぶい責橙

外面 タテハケ,下端 横の擦痕
内面 横のナデ

同2区

円筒

２２

‐４
対

径
径
高

口
底

器

枝
段
段

円 2段 50 ”
字

形
Ｍ

台
低

良

好

緻 密  石 葵  角 閃 石・ 長 石 ・

チ ャー ト

明赤褐

タテハケ後口唇ヨコナデ,下端 横

上半 構～斜のナデ 下半 斜のナデ

痕

面

擦

面

外

の

内

No5・ 6

円筒

・９

‐４
υ

径
径

盲

口
底

塞

段
段
野

円 2段 63× 57 台形
良

好

石英・長石  チ ヤー ト・軟 質▼[

白色粒

赤褐

外 面  タテハ ケ後 口縁 ヨコナデ,下 か ら

23 5calの高 さに沈線 ,下端 横の擦痕

内葡 斜のナデ

No18
周2区
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表19 2号墳出土遺物観察表 (4)

番

号

輪

類

壇

憧 計測値(cm) 段間値にm)

透 孔
突帯

断面

焼

成
胎土 色調 成形 整形の特徴 備 考 注記形   数値

状  `締 ×結 rmゝ

円筒

倫

雰
世
童

口
底

雄

Иυ tl 快

段 円 2段 60
台形～

三角形

良

好

巨英 角閃石 チヤート
月責褐

外面 タテハケ後口唇ヨコナデ
内面 口縁 横のナデ 下半 斜のナデ

No1 2・ 8,

周2区

14 円筒
一
３
１

往
雰住
一畠

口
底
残

段

腎

台形～

三角形

良

好

石央 角閃石 チヤート
明赤褐

外面 タテハケ,下端 横の擦痕
内面 斜のナデ,底部 横 斜のハケ

周1区

15 円筒

口径  190
底径  142
器高 393

段
段
段

円 2宅宅58× 57
台形～

低M字
良

好

石英 角閃石 チャート

明赤褐

外面  タテハケ後 口唇 ヨコナデ,下端 横

の擦痕

内面 斜 のハ ケ後 口縁 ヨコナデ,一部 さ

らに斜 のナデ 下半 斜のナデ

No3 4
18

円筒
仁
径
首

口
底

渠
(147)

皮
段
貯

円 2段 60× 65 台形～

低 M字
良

好

石英 角閃石
赤褐

外面  タテハ ケ後 口唇 ヨコナデ.下か ら

高 さ21 5cmに 沈線状の擦痕

内而 斜のハケ 下半 絆のナデ

N019
20,周 3

17 円筒 底 径
確 首

1政   ll1 3

円 2段 70 台形
良

好
石英 角閃石 長石 チャート

明責褐
外面 タテハケ後口唇ヨコナデ
内面 横 斜のハケ ナデ Ｎｏ２２‐駆

円筒

口径 (2021

底径 (■ つ

残高 327

快
段
段

円 2段 57 台形～

低M字
良

好

石英  角 閃石  チ ヤー ト 赤笹

色粒
痔苦潜

外 国  タテハ ケ後口唇 ヨコナデ,下 瑞 棲

の擦痕

内面  口縁 構 のハケ後 斜のナデ

周南1 2
区

円筒

口径 (1001

底径  ―
良

好
石英 長石 '硬質乳白色粒
内 :赤褐 外 :赤

外面 タテハケ後国唇ヨコナデ
内面 横～斜のハケ

No23

円筒 底径  ―

雅意  Mハ

上皮

台形
良

好
石英 長石 チヤート
赤褐

外面 タテハケ後口唇ヨコナデ

内面 横～斜のハケ
周南 1
区

円筒

口径  ―

底径  ―

残高  156
2髪寛  108 台形

良

好
石英 角閃石
にぶい赤褐

'1向
 タテハ ケ後第 2快透 rLに か けて標

D擦痕

勺面 上半 斜のハケ 下半 斜のナデ

周4区

円筒

口径

底径 台形
良

好

石英 角閃石 長石 チャー ト

内 :赤褐 外 :明赤褐

面

面

本

勺
タテハケ
横のハケ

円筒 底径  一

残高  47

良

好
石英 長石 チヤー ト

赤

面

面

本

勺
タテハケ後口唇ヨコナデ

横のハケ
周2区

円筒

口径  ―

底径  ―
良

好
石英・角閃石 長石 チャート

赤褐

面

面

本

勺
タテハ ケ後口唇 ヨコナデ

斜のハケ後口縁 ヨコナデ
No4

円筒 底径  ―
硲 ,雪   RC

良

好
石英 角閃石 長石 チャート
にぶい赤褐

本面 タテハケ後口唇ヨコナデ

ム面 積のハケ,斜のナデ
周4区

26 円筒

回径  ―

底径  ―
良

好

石英 長石
にぶい赤褐

面

面

外

内

タテハケ後口縁 ヨコナデ

横のハケ
同2区

27 円筒

ロイ全 (lυ  4

底径  ―
蒋言  氏氏

良

好

石英 角閃石
明赤褐

面

面

外

内

タテハケ後口唇ヨヨナデ

横 斜のハケ
周南

円筒

口径  ―

底径  ― 台形
良

好

石英 角閃石
明赤褐

画

面

外

内

タテハケ後第 2段横 のナデ

横のナデ
同南

円筒

国 往  ―

底径  ―
蒋 言  lRA

台形
良

好

石英 長石 チヤート

内 :赤褐 外 :明赤褐
外面 タテハケ
内面 斜のハケ ナデ

区
Ｎｏ８
彫

円筒 底 径  ―

確「争  R負
台形

良

好
石英 角閃石 チャート

明赤褐
外面 タテハケ
内面 斜のハケ後 斜のナデ

南

円筒

笹

径

童

口

底

産

良

好

石英  チ ヤー ト

赤

外面  タテハケ後口縁 ヨコナデ

内面 横のハケ ナデ
周4区

円筒 底径  ―

残恵  69

良

好

石英 角閃石

赤褐

外面 タテハケ後純のナデ,口縁ヨコナ
デ
丙 面  繕 の ハ オ

周

円筒 底径  ―

残高  92
台形～

低M字
良

好

右央 角閑有 長ね ナ ヤー

白色泣

明赤褐

外面 タテハケ後第 2段透孔周辺横のサ
デ 周

円筒 底径  ―

●ttt R負
台形

良

好

石夫 チヤート
にぶい赤褐

外面 タテハケ
内面 斜のナデ

周1区

円筒
一　
一
７

径

径

高

回
底

残

良

好

石英 角閃石 チャート

赤
外面 タテハケ後第2段横のナデ
内面 斜のナデ

周

円筒
一　
一
４

律
径
高

口
底
残

良

好
石英 長石 チヤート

赤褐
外面 タテハケ後口縁ヨコナデ

内面 斜のナデ後口縁ヨコナデ
周2区

円筒

径

径

高

口
底

残

良

好

石英 長石 チャート

明赤褐
外面 タテハケ後口縁ヨコナデ
内面 斜のナデ

周2区

円筒

径
径
言

国

底

鵡

良

好
石英 長石
にぶい赤褐

外面 タテハケ後口縁ヨコナデ

内面 斜のナデ
南

円筒

国径  ―

底径  ― 良

好

石英 長石 チャート

明褐
外面 タテハケ後口縁ヨコナデ
内面 斜のナデ

No22
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表20 2号墳出土遺物観察表 (5)

呑
号

輪

類

埴

種 計波1値 他m) 段 問値にm)

透 孔
帯

面

突

断

焼

成
胎土 色調 成形 整形の特徴 備 考 注記形  数値

】犬 (縦 ×横cnl)

円筒

律
径

言

田
底

蔵

良

好

石英 長石
内 :赤褐 外 :赤

面
面

外
内

タテハケ後口縁ヨコナデ

斜のナデ
周3区

円筒

国径  ―

底径  ―

Jri高  35

良

好

石英 長石・チヤート
にぶい赤褐

面
面

外
内

タテハケ後 口縁 ヨコナデ

横のハケ
周4区

円筒

国径  ―

底径  ―

確言  ハ7

良

好

石英 長石 チヤート

内 :暗赤褐 外 :にぶい赤褐 '1面
 タテハケ

勺面 斜のナデ
黒色 の

滴下痕
南

円筒

口径  ―

底径  ―

残高 135

良

好

石央 長石 チ ヤー ト

内 :明褐 外 :栓
外面 タテハケ,下端 横の榛痕
内面 斜のナデ

墳3区 ,

周

44 円筒

口径  ―

底径  ―

藉言  0∩

良

好

石英 長石 チヤート

赤褐

外面 タテハケ,下端 横の強い擦痕
内面 斜のナデ,下端 横のナデ

周

45 円筒

口径  ―

底径  ―

残高  56

良

好

石英 長石 チヤート

内 :橙 外 :にぶい橙

外面 タテハケ,一部タテハケ後 縦のナ
デ 周

円筒

口径  ―

底径  ―

残高  45

良

好

石英 長石

赤褐

外面 タテハケ,下端 擦痕
内面 積 斜のナデ

周3区

円筒

口往  ―

底径  ―

●・・言  A宝

良

好
石英 長石 チヤート橙

外面 タテハケ後 横の擦痕
内面 斜のナデ

周

円筒

径
径
高

国

士氏

確

良

好

石英  角閃石 長石

にぶい赤褐

外面 タテハケ

内面 横 斜のナデ
周

円筒
仁
径
首

口
底
確

良

好

級密 石英
橙

角閃石 長石 外面 タテハケ後底部ナデ

内面 横のナデ
周3区

朝顔形
円筒

径
径
言

口
底
虚

良

好

石英 長石
内 :明赤掲 外 :にぶい赤褐

面
面

外
内

タテハケ後回縁ヨコナデ

横のハケ後口縁ヨヨナデ
周 3区

朝顔形
円筒

底径

残高 267

良

好

石英 角閃石 長石 チヤート
にぶい赤褐

タト向  タテハ ケ後 口縁 ヨコナデ,第 3敏
タテハケ後ナデ

内面 構のナデ

周2区

3区

朝顔形
円筒

雀
径
高

口
底
残

台形
良

好

石央 長石 チ ヤー ト

明赤褐

面
面

外
内

タテハケ

斜のナデ
第 2段 周l区

朝顔形
円筒

口径  ―

底径  ― 台形
良

好

石英 長石 チ ャー ト

赤

面
面

外
内

タテハケ

横のナデ
第 2突
帯

周3区 ,

表土

朝顔形
円筒

住
絡
生
呂

口
底
確 20A 3段   107

2手完
3段

良

好

石英 角閃石 長石 チヤート

橙

クト向 タテハ ケ,第 3快 タテハケ後 斜 C
ナデ

内面 斜のハケ

4区

朝顔形
円筒

律
径

童

口
底

確

良

好

石英 赤褐色粒
橙

画

面

外

内

タテハケ

横のナデ
第 3段 4区

朝顔形
円筒

一　
一　
５

径

径

高

口
底

残

良

好

右奥 角閃右 長れ チ ヤー

赤褐色粒
面

面

外

内

タテハケ

横のナデ
第 3段 表土

朝顔形円筒埴輪 (表20、 第52図5054)全体を復元できるものはなかった。第 3段のよく張つた肩から

第 2段に直線的にひらき、回縁部でさらにひらいている。第 3段は縦方向にハケを施 した後、上半を横方

向にナデている。透孔は第 3段にあけるが、ほかは不明である。復元できた回径は38.lcmである。

可ヽ 結

1・ 2号墳は台地の東端に立地し、近接 した位置にある。 1号墳を直径19mの 円墳 とすると、 2号墳は

直径165mで、 1号墳がやや大きいけれども現状での周濠幅や深さなども差はあまりない。またどちらも

埴輪をもつ点で共通するが、埴輪の器形・段数。大きさ。色調などの特徴は 1号墳と2号墳で異なっている。

つまり2つ の古墳は似た立地・規模でありながら、違うタイプの埴輪をそれぞれ立て並べていたのである。

また、 1号墳には形象埴輪 (人物・馬形)があるが、 2号墳には確認できなかった。

埴輪の出土状況はどちらも墳丘から周濠に転落した状態で見つかってお り、墳丘の平坦面 (墳丘が段築

をもたない場合は墳項平坦面)に埴輪が並べ られていたと予想できる (第 53・ 54図 )。 朝顔形円筒埴輪は

少ないが、出土状況からみると円筒埴輪数本につき1本を組み合わせ、埴輪列を構成 していたと考えられ

-71-
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第53図  1号墳 埴輪配置図
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第54図  2号墳 埴輸配置図
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る。 1・ 2号墳 とも南寄 りに埴輪の出土量が多 く、南に篤い樹立を想定させる。ただし埋葬施設がみつかつ

ていないため、それとの位置関係あるいは関連性は不明である。 1号墳の人物・馬形埴輪は円筒・朝顔形

円筒埴輪に混 じって出土 していることから、円筒埴輪列と同列あるいは平行する列を墳丘の南西寄 りに展

開していたのであろう。胎土や焼成の類似性から人物埴輪は3体以上、馬形埴輪も3体以上あったと考え

られる。馬形埴輪についてはさらに 1号土坑 (第 60図)か ら出土した馬形埴輪の破片 2点 (表21、 第55図

12)と 1号墳68の 胎土・焼成などがよく似てお り、 1号土坑の破片が 1号墳の馬形埴輪の ものであると

すれば、全部で 4体の馬形埴輪が樹立されていたことになる。

1'2号墳の円筒埴輪は外面タテハケの 1次調整で川西編年V期 (川 西1978)に あたる。ただし2号墳

ではタテハケ後 2段 目に限つて横方向に工具によるナデを施すものが数点あり、ヨコハケではないものの

2次調整と考えると1号墳よりも古 くみることができる。それぞれから出土している土師器イ をみると2

号墳の郭は器形やていねいな放射状 ミガキなど、 1号墳のものより古い要素をもっている。土師器からみ

て両古墳は前方後円墳集成畿内編年 9期 (広瀬1992)であり、およそ 6世紀前半と考えられる。 2号墳は

9期の古いところ、 1号墳は9期でも新 しいところであり、埴輪の時期とも対応すると考えられる。

行者遺跡と同じ丘陵に連なるすぐ西側には8基の円墳が確認されている高寺古墳群がある。調査が行わ

れた2号墳は埋葬施設が横穴式石室であり、時期が下ることがわかっている。そうするとこの丘陵上に小

型の古墳が作 られ始めたのは行者 2号墳の頃からで、丘陵の東側にある行者遺跡からはじまり、西へと場

所を遷し時期を下 りながら古墳造営が高寺古墳群まで続いたということであろう。

6世紀前半には、円筒埴輪列だけでなく人物や馬形などの形象埴輪を墳丘平坦面に列状に樹立するよう

になる。高寺古墳群を含むこの一群においては、古墳群形成の初めから墳丘に埴輪を樹立 し、行者 1号墳

で形象埴輪を含む列状の埴輪配列を採用 したと考えられる。

同碓ノ

o                                  20cm

第55図  1号土坑出土遺物実測図

表21 1号土坑出土遺物観察表

番

号
埴輪
種類

計預J値 (cm) 焼 成 胎土 色訓 成形 整形の特徴 注記

1 馬 形 残長  135× 140 良好
密

栓
石英 角閃石 長石 白色粒 顔の左側面 外面は丁寧なナデ 内面は下から上に粘土を足 して

指でナデつけている
Nol

馬 形 残 長 54× 良好
密 石英 角閃石 長石 赤褐色粒 白色粒
潜

飾 りたてがみか タト面はナデで整 える 端面の仕上げはやや雑 Nol
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3号墳 (第 56・ 57図 )

位置 調査区の南西部Cld2グ リッドを中心とした位置にある。 4号墳の南に隣接 している。

墳丘 墳丘直径は10.60m、 墳丘は確認面より上部は削平されて残存 していない。

周濠 周濠は外縁径12.9m、 幅0,7～ 1.5m、 深さ007～ 0.38mで 、平面形はほぼ円形である。周濠覆土は2層で、

下層は暗褐色上、上層は土師器片を含んだ黒褐色土層である。

出土遺物 周濠南部底面から、土師器の 7の董、 8の奏が出上している。

所見 周濠出土土器から、古墳時代前期 4世紀代の古墳と考えられる。

0                         10Cm

第56図  3号墳出土遺物

す ユ

=
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表22 3号墳出土遺物観察表

版
号

図
番 種別 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎土 焼成 色調 備考

l
土師器
外

躍
４８
・

半球形状の鉢。外面横方向のミガキ、内面斜方向の
ミガキ。

石 英 良好 明赤褐色

2 珊訪
脚部は中実柱状。杯部内外面、脚部ミガキ。全面赤
色塗彩。

石英 良好 赤褐色

3 珊訪
脚部片。脚部は柱状で外面ミガキ、内面ヘラケズリ 長石、石英 良好 にぶい橙色

4
土師器

小型器台

６０

“

１０‐

受け部は鉢のように開いて立ち上がり、端部を上方
に向ける。脚部は「ハJの字状に関き、三方向に円
窓を開ける。受け部内外面、脚部外面ミガキ。

長石、石英、海
綿骨針

良好 にぶい褐色

5
土師器

空

複合口縁壺の口縁部片。顎部～胴部外面ミガキ。内
面横方向のハケナデ。

長石、石英、海
綿骨針

良好 橙色

6
土師器

笠

６

一　

一

口縁～肩部破片。口縁部は外傾する単口縁。口縁部
外面ヨコナデ、内面ハケメ、胴部は内外面ともハケ
メ後ミガキ。

石英、角閃石 良好 灰褐色～黒色

7
土師器壺

０

一　

一

口縁部内外面ヨヨナデ。胴部外面ナデ】犬のミガキ。 長石、石英 普通 にぶい褐色

土師器
甕

‐７０

２４０

Ｖ
胴部外面ミガキ、内面横位のヘラナデ。

長石、石英、海
綿骨針、チャー

ト
普通 にぶい橙色

4号墳  (第 58図 )

位置 調査区の南西部Cld2グ リッドを中心とした位置にある。 3号墳の北に隣接 している。

墳丘 墳丘直径は推定114m、 墳丘は削平されて残存 していない。

周濠 周濠は推定外径13.4m、 幅10～ 1.8m、 深さ0.26～ 0.38mで 、全体の約 4/5の 範囲を調査で確認 し

たが、残 りは調査区外に延びている。周濠覆土は3層で、やや軟らかい暗褐色土層が堆積 している。

出土遺物 周濠覆土から 1の ミニチュア土器の鉢と2の小形鮒底部片が出土 している。

所見 周濠出土土器は古墳時代前期の土器であり、古墳時代前期 4世紀代の古墳と考えられる。

5号墳  (第 59図 )

位置 調査区の東部Clalグ リッドを中心とした位置にある。 4号墳の北側にある。

墳丘 墳丘直径は13.5m、 墳丘は削平されて残存 していない。

表23 4号墳出土遺物観察表

版
号

図
番 種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色調 備 考

1
土師器
ニチュアオ

(16)

平底。胴部外面横位ミガキ。 長石 良好 にぶい橙色

土師器
ニチュア土

器 (24)

平底。胴部外面ナデ。 長石 良好 にぶい橙色
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3号墳

1黒褐色

2暗褐色

第57図  3号墳
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A L=494                     A´

3

X讃

4号墳

1暗褐色 ローム粒子少量、やや軟 らかい

2暗褐色 ローム粒子多量、ローム小 ブロック少量、やや軟 らかい

3褐色  ローム主体、やや締 り有 り

ノ
‐

Ｍ
２B L=488 B´

o                  2m

〕                           4m

第58図  4号墳

周濠 周濠は外縁径15,4m、 幅1.0～ 1.9m、 深さ0.14～0.47mで 、全体の約 2/3の 範囲を調査で確認 した。

南東側周濠が調査区外 |こ 廷び、北側周濠が途中で浅 くなり途切れてしまっているので墳形は不明である。

周濠の北西部が一部ブリッジ状に浅 くなっている。周濠覆土は3層で、下層の 3層はロームの小ブロック

を多量に含む。

出土遺物 周溝覆土から土師器の杯が出土 している。

所見 出土遺物 1点は古墳時代後期の上器であるが、周溝の東側中央部の上～中層は、近代の撹乱が入つ

てお り、撹乱中の混入遺物の可能性 もある。

表24 5号墳出土遺物観察表

版
号

図
番 種別 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼 成 色調 備考

l
土師器
杯

(144)

九底杯。口縁部内外面ヨヨナデ。底部ヘラケズリ 石英、海綿骨針 良好 にぶい責色
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職　　　　　　　Ａ一

5。6。7号土坑

A

笠
▲

4号土坑

A

A L‐476

4号土坑

1暗掲色 ローム粒子少量、ローム小

プロック少量、やや締 り有 り

2黒褐色 ローム粒子少量、やや軟 らかい

3暗褐色 ロームプロック主体、固 く締 り有 り

4褐色  ローム主体、ローム崩落層

2号土坑

A´

AL‐477 μ
一

ヒ ガ́

A L=480       A´

ー
8号土坑

1暗褐色 ローム粒子中量、ローム小中

ブロック少量、やや軟 らかい

9号土坑

A L=478

9号土坑

1黒褐色 ローム小ブロック中量、ローム粒子、

やや軟 らかい

2黒褐色 ローム粒子多量、ローム小ブロック少量、

やや軟 らかい

撹乱

A L=459  1     A′

3号土坑

1暗褐色 ローム粒子多豊、ローム小中
プロック少量、やや軟らかい

④引

試

ｏ
∞
）
＝
ｎ

　

ｍ

〇
∞
聟
＝
瀬

　

ｍrfl

ｏ
∞
ヾ
Ｉ
ｎ

　

Ｏ

5号土坑

1暗褐色 ローム粒子多量、ローム粒子
ロームイヽプロック多量、軟 らかい

2暗掲色 ローム粒子少量、ロームイヽ

プロック少量、やや締 り有 り

6号上坑

1暗褐色 ローム粒子中量、ロームガヽ

ブロック少量、やや締 り有 り

o                  2m

A L=480 A′

′

第60図 土坑
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第 3節 土坑、井戸、地下式坑

土坑 (第60図 )

土抗は調査区内から9基確認されている。 1号土坑は、馬形の形像埴輪片 (第 55図 )を 出土しており、

表25 土坑一覧表

遺 構 名 位  置 規 模 (長径×短径×深さたm 備   考

1号土坑 B2a3 馬形埴輪片出土

2号土坑 B2b2～B2b3

3号土坑 C2d4 13

4号土坑 Cld3～Cld4 47

5号土坑 B2d2

6号土坑 B2d2

7号土坑 B2d2

8号 B2d2

9号土坑 Dla2

2号井戸

Ａ
一

ml

A L=474

1号井戸
l暗褐色 ローム粒子少量、軟らかい

2黒褐色 ローム粒子多量、ローム小プロック少量、

やや軟らかい

3黒褐色 ローム小ブロック極少量、粘性 締 りやや有 り、
4褐色  ロームプロック主体、軟らかい

5暗褐色 ローム粒 小ブロック少～中量、軟らかい

6黒褐色 わずかに粘性 締 り有 り、水性堆積層か

3号井戸

サ

イ

ー

イ

Ａ
一

A L=480

o                  2m

ｗ
』
甘
＝
ｍ

　

ｍ

|

__m、

C).今

鰺
戸

、、、、     SDl

―

2号井戸
1黒褐色 ローム粒子少量、軟らかい

3号井戸
1黒褐色 ローム粒子少量、軟らかい

2黒褐色 ローム粒子中量、ローム中小プロック中量、

3黒褐色 ローム粒子多量、ローム中小ブロック多量、
4褐色  ローム小中プロック多量、軟らかい

5褐色  ローム小中ブロック主体、軟らかい

第61図 井戸

A L=478

軟らかい

軟らかい
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古墳時代の上坑の可能性が考えられる。中央部北西寄りには、長方形の上坑がまとまってあり、覆上のよ

うすから見て中世のものかと思われる。この他の土坑は単独で、分散した状態で確認されており、時期的

には近世以降のものと思われる。表25に概要をまとめている。

井戸 (第61図 )

井戸は調査区の南東部に3基確認されている。3基とも素掘りの井戸で15～23m程の距離をあけて掘ら

れている。出土遺物がないが、 2号井戸は 1号堀を壊して掘り込んでおり、近世以降の井戸と見られる。

表26に概要を掲載している。

地下式坑 (第 62図 )

地下式坑は、 1基確認されている。やや大きめの竪坑と天丼部の落下している主室は複式構造で、主室

の平面形は左側第 1主室がほぼ方形、幅110cm、 奥行き140cm、 開口部幅90cm。 右側の第 2主室が扇形で、

開口部幅100cm、 奥行き120～ 130cmあ る。床面から天丼部までの推定の高さは、壁から天丼部へ向かう立

ち上がりのよく残存している部分で見ると、いずれも130cm余 りとなる。出土遺物は、埴輪片が竪坑覆土

上層から、第2主室奥壁際底面から約 3 cm浮いて、長さ19cm、 幅1lcm、 厚さ8 cmの板状の自然礫が出上し

ている。通常見られる主室形態と異なり、地下式坑としてよいかどうか問題はある。天丼部の落下層や竪

坑側からの埋土の流入、遺物がないこと等、平面形以外は通常の地下式坑と共通している。

A

A L=483 A′

1号地下式坑

1灰褐色 ローム粒子多量、ローム粒子少量、

軟らかい

2暗褐色 ローム粒子少量、軟らかい

3褐色  ローム小プロック多畳、軟らかい

4掲色  ローム大プロック多量、軟らかい

5暗褐色 ローム粒子多畳、ローム小
ブロック少量、軟らかい

6褐色  ローム小～中プロック多量、軟らかい

7暗褐色 ローム小ブロック少量、ローム粒、

軟らかい

第62図  1号地下式坑
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表26 井戸一覧表

遺 構 名 位   置 規 模 (長径×短径×深さ)cm 備  考

1号井戸 Dld4

2号井戸 Clc3 (220)

3号井戸 Dlal 102

第 4節 堀 跡 ・溝 跡 と盛 り上遺構

調査区中央には中世後半代の時期とみられる断面薬研状の規模の大きな堀が南北に走ってお り、堀の北

端部西側には、盛 り上遺構が残存 している。その他、調査区内からは6条の溝が確認されている。切 り合

い関係や出土遺物、配置等から近世以降の時期のものを主体としていると見られる。溝は遺構一覧表にま

とめている (表 27)。

1号堀 (第 63～66図 )

位置 調査区の北西部Ble2グ リッドからClc4グ リッドに向かって直線的に45m延び、東へ90° 屈曲し約

10m廷 びて再度南東方向に90° 屈曲しさらに直線的に38m廷び、調査区外へ至る。

規模と形状 全体の長さは調査範囲内で約93m、 幅2.5～ 2,7m、 深さ1.9～ 2.lm、 壁面の立ち上が り角度は

西側約65° 、東側約62° 。底面が巾の狭い平坦面をつ くる薬研堀である。

ビット 堀の屈曲部から南東へ延びる部分の堀斜面両側から、70基余 りのピットが確認されている。柱状

のものを傾斜面に立てた穴の跡と見られるが、橋脚や建物柱にしては、十分な深さと企画性が乏しく、何

らかの別の施設の痕跡と見られる。

覆± 9層に分かれる。上層の 1～ 4層は暗掲色土層主体、下層は褐色土主体で、 6・ 8層は一時期の埋

め戻 し層と見られる。

出土遺物 屈曲部の下層の 9層から「洪武通賓」が、上層の 3層から瀬戸産の陶器皿が出上 している。そ

の他に覆土中からは、中世後半代の内耳蝸や寛永通費等近世遺物も出上 している。

所見 出土遺物から中世後半に掘削され、近世前半頃にはしだいに埋没 し、後半代には別の近世の溝が上

部に造られていることから完全に埋まっていたものと見られる。形状や出土遺物から戦国期に掘られた防

備のための掘 り割 りと考えられる。堀の南半部の堀傾斜面に穿たれたピットは、図のD―D'土層断面に

見られるピット状の穴が同じものとすると、溝を中層まで埋めた後の行為によるものと考えられ、逆茂木

のようなものを埋め込んだ跡の可能性も考えられる。

表27 溝一覧表

遺 構 名 位  置 規 模 (長 さ×幅×深さ)m 備  考

と号溝 欠番 1号堀に変更

2号溝 C2d3～ D2b2 220-420 近世～

3号滞 Cla3～ C2cl 244 11～ 17 006´-020

4A号溝 Bldl～ Cld3 125+141 085-195 022-059 中世か

4B号満 Bldl～ Clb2 058-084 022-054 中世か

5号溝 Dla2～ Cld4 325 05--12 027-036

6号溝 C2d2-C2d3 030-050
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ローム粒子多量、やや締り若り

68o

第63図  1号堀.(1)・ 3号溝
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第64図  1号堀 (2)・ 3号溝
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3029
00

‐５◎

1動
4

ё qil
◎
C立)7

2び

28

③27

(⊃ 26

25

24

q23

1号堀

1暗褐色 褐色ローム主体、ローム小～中プロッタ多量、鹿沼パミス小
～中ブロック多量、やや軟らかい、人為堆積

2黒褐色 ローム粒子多量、軟らかい

3暗褐色 ローム粒子中量、軟らかい

4暗褐色 ローム粒子中量、軟らかい

5褐色  ローム粒子多量、軟らかい

6褐色  ローム主体、褐色ローム多量、軟らかい、人為堆積

7褐色  ローム粒子多量、軟らかい

8褐色  鹿沼バ ミス ローム粒子 ローム小プロックの流れ込み土層、

非常に軟 らかい

9黒褐色 ローム粒子多量、軟らかい、自然堆積

E L=463 〓
一ｎ

υ

③

２‐

２２

　

（
拶

２０

19◎

∈ )18

与駒6

41①

4CID

39
D

箭ぴ
7

35

F L‐458

o                           5m

l号堀 (3)

0                 2m
|

Ю
錮
判
¢ F´

⑥l

第65図
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表28 1号堀出土遺物観察表

第66図  1号堀出土遺物

版

号

図

番 種別・器種

径
高
径

口
器
底

特    徴 胎土 焼成 色調 備考

ユ 鰊
皿

隅
鮒
門

外面中位から内面灰釉掛け、内面重ね焼き高台部釉
薬剥離。

長石粒少量 良好 灰白色

略
皿

＆

一　

一

外面中位から内面灰釉掛け 精良 良好 灰白色

一戸

皿

瀬

卸 内面卸目、底部外面回転糸切 り痕。 長石礫少量 良好 灰白色
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版

号

図

呑 種房U 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 月台土 焼成 色 調 備 考

4
土師質土器
広口壷

３

一
　

一

口縁部内外面ヨコナデ、胴部内外面ヘラナデ。
長石、石英、海
綿骨針、チャー

ト
普 通 灰褐色

5
土師質土器

内耳渦

(276)

外面媒付着。 長石、石英 良好
灰 白色(内 )、 黒
色(夕ll

6
土師質土器

内耳蝸

伊8め

内外面煤付着。 長石、石英 良好 黒色

7 砥石 長[79]、 幅31、 厚さ18、 重4828g、 凝灰岩

8 洪武通賓 外径224、 内径062、 厚さ012、 重208g、 1368年～

9 寛永通費 外径242、 内径061、 厚さ008、 重198g

寛永通費 外径253、 内径057、 厚さ011、 重298g、 1668年 ～、新寛永「文」銭

表29 1号堀斜面部ピットー覧表

ピ ッ 卜名 位  置 規模 (長径×短径×深さ)cm 備 考

l号 ピット D2b2

2号 ピット D2a2

3号 ピット D2a2 15

4号 ピット D2a2

5号 ピット D2a2

6号 ピット D2a2 17

7号 ピット D2a2

8号 ビット D2a2

9号 ピット D2a2

10号 ピット D2a2 17 11

11号 ピット D2a2

12号 ピット D2a2

13号 ビット D2a2

14号 ピット D2a2

15号 ピット D2a2

16号 ピット D2a2

17→予ピット D2a2

18号 ピット D2a2

19号 ピット D2a2

20号 ピット D2a2

21号 ピット D2a2

22号 ピット D2a2

23号 ピット D2a2 17

24号 ピット C2d2 11

25号 ピット C2d2

26号 ピット C2d2

27号 ピット C2d2

28号 ピット C2d2

29号 ピット C2d2

30号 ピット C2d2

31号 ピット C2d2

32弓予ピット D2a3

33号 ピット D2a3

34号 ピット D2a2

35号 ピット D2a2

36号 ピット D2a2

37号 ピッ ト D2a2

ピ ッ 卜名 位 置 規模 (長径×短径×深さ)cm 備 考

38号 ピット D2a2

39号 ピット D2a2

40号 ピット D2a2

41号 ピット D2a2

42号 ピット D2a2

43号 ピット D2a2

44→予ピット C2d2

45号 ピット C2d2 27

46号 ピット C2d2

47号 ピット D2a3

48号 ピット D2a2

49→争ピット D2a2

50号 ピット D2a2

51号 ピット D2a2

52号 ピット C2d2

53～59号 ピット 久番

60号 ピット C2d2

61号 ピット C2d 方形

62a号 ピット C2c

62b号 ピット C2c

63弓予ピット C2c

64号 ピット C2c 8

65号 ピット C2c

66号 ピット C2c 17

67号 ビット C2c

68号 ピット Clb3

69号 ピット C2cl

70号 ピット C2cl

71号 ピット C2cl

72号 ピット Clb4

73号 ビット Clb4

74号 ピット C2dl 1

75号 ピット C2cl

76号 ピット C2cl 3 9 1

77→予ピット C2cl 2 8 5

78号 ピット CXc4 7 3

79号 ピット C2cl 9
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」 =462 ▲

了

6号灘
I噌褐色 ローム粒子極少量、やや軟ちかィゝ

キ

2講
ユ暗褐色 ローム1粒子多畳、やや軟らかい

第67図  2,6号 溝
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B L=4釘 l

4群
1暗褐色 ローム粒子極少量、やや軟らかい
2暗褐色 ローム粒子樫少量、黒味が強くやや軟らか―

ぃ
3暗掲色 ロエム泣子枢少最、砂質上を少量含む、ゃコ鯖り有

'

o                  2w

0                           5m

=4こと                  E´

第68図  4号溝
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版
号

図
番 種別 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼 成 色 調 備考

l
肥前陶器

丸皿

四
３３
“

波佐見の五寸皿。見込み二重圏線内に菊唐草文。高
台内に一重圏線。

級密 良好 灰白色

2 畷
皿

底部小片。白1動色の志野釉掛け 級 密 良好 灰白色

表30 2号溝出土遺物観察表

0                        10Cm

第69図  4号溝出土遺物

表31 4号溝出土遺物観察表

盛 り土遺構  (第71図 )

位置 調査 区の東部Bld2グ リッドにある。 l号堀北端部の西側にある。4A号溝 を埋めて盛 り上が されて

ヤゝる。

規模 南北方向12m、 東西方向50m、 高さ12m。 東側が緩やかで、西側は堀のラインに沿うように傾斜

角度がある。

盛り上の堆積状況 表土を含めず、大きく3枚の盛 り上層 (1～ 3層)と その下に盛 り上構築前の旧表土

層 (4層 )、 その下に4号溝を埋める堆積層 (5。 6層)がある。

出土遺物 盛 り上表土層から土師質土器の小皿片が 2点出土 している。

所見 1号堀の北端部にあり、堀に伴う土塁の残存 とも考えられたが、表層から出土したかわらけの年代

観が近世前半頃と見られる。そのため近世前半頃の盛 り上遺構で、近世の時期に塚のようなものとして新

たに造られたと考えられる。

図版
番号

種別・器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色 調 備考

l 絆
甕

外面平行叩き、「×」文スタンプ押印。
長石礫、黒色鉄
分粒

良好 灰 色
4A号溝
(→ヒ狽1)

2 絆
奏

外面平行叩き。 長石礫 良好 灰色
4A号溝
(】ヒ側)
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色

色

諄
醒
醐

A L=478

ローム粒子極少量、やや軟 らかい

コーム粒子極少量、黒味が強くやや軟らかい

B L=478

ぐ

o                  2m

第70図  5号溝
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一

_ヽ 
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2

0

甕《苺観ヨ11

10cm

盛り上遺構 出土遺物

盛り上遺構
1暗褐色 表土層、植物根が密集し非常に軟らかい

2褐色  ローム主体、軟 らかい

3褐色  ローム小 中プロック多量、やや軟らかい

4暗褐色 ローム粒少量、やや軟らかい

5暗褐色 ローム粒少量、やや締 り有り

6嗜褐色 ローム粒少量、やや締 り有 り、旧表上に相当か

7褐色  ローム漸移層

0                            4m

第71図 盛 り上遺構
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版
号

図
番

種別・器種
径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼 成 色調 備考

1
土師質土器

小皿
底部回転糸切 り。口縁部で肥厚する小形で浅身の器
形。ロクロ右回転。

石 英 良好 にぶい褐色

2
土師質土器

小皿

一
　

一

３ ８

内外面摩耗。底部ヘラケズリか。 石 英 良好 浅責橙色

表32 盛 り上遺構出土遺物観察表

第 5節 遺構 外 遺 物

縄文土器は遺構外遺物 (1)の 中の第72図 に、その他の時期の遺物は、土器、石器、金属製品と種別毎

に遺構外遺物 (2)と して第73図 に掲載 している。

縄文土器

1～ 3は前期黒浜式上器で、 1の 口縁部は、爪形文と羽状構成の撚糸文が施されている。 4は堀之内 1

式の口縁部、 5は安行 2式上器の粗製深鉢である。

その他の時期の上器

第73図 の 1～ 8は古墳時代前期の土器、 7・ 8の甕は口縁部に面取 りを行っている。 9は体部調整に指

頭痕を残 し、手捏ね土器の範疇に入る古墳時代後期の郭か。10は、中世のかわらけで、底部は回転糸切 り

後板 目圧痕が付 く。■の嗚碧製の削器は、 2号墳の表土から出上 したものである。両設打面石核か ら剥離

した縦長剥片を素材 とし、打面側と縁端部を接断し、微細な剥離痕を残す 2次加工が認められる。石材や

剥離技術などから旧石器時代のものと思われる。

12のチャー ト製の石鏃未製品は 2号墳周溝覆土上層から出土 したもので、縄文時代のものと考えられる。

金属製品では、鉄製の餃具が 2号墳の墳丘表土から出土 している。表土からは、永楽通費、寛永通賓 も出

土している。

が 可

″

４

・慕睡薄
3

第72図 遺構外出土遺物 (1)
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ッヽ
1

8

11

9Ⅷ栂

Cm

1握綾
0  12

∩

牌

―――

溜

Ｏ一
　

　

　

　

３

¨に5

∞ 餞6監拗
第73図 遺構外出土遺物 (2)

∞ 餞4
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表33 遺構外出土遺物観察表

版
号

図
番 種別 器種

径
高
径

口
器
底

特 徴 胎 土 焼成 色 調 備考

l
土師器

ミニチュア鉢

一　
一
軽

外面ナデ、内面ヘラナデ。 石英 良好 にぶい橙色

2
土師器

ミニチュア壺

一　
一
略

胴部外面ナデ、下半部に焼成前穿孔による小孔あり。 長石、石英 良好 にぶい橙色

3
土師器
小型高不

体部外面ミガキ、脚部は中実で裾部は強く開く。
長石、

綿骨針

石英、海
良好 にぶい橙色

4
土師器

小型器台
脚部片。脚部外面ミガキ・赤彩、内面ハケメ。三方
向に円Tしが開く。

長石礫、石英、
海綿骨針

良好 にぶい橙色

5
土師器

小型台付甕

一　
一
μ

脚部片。脚部外面ハケメ、内面ヘラナデ。胴部との

接合部内面指ナデ。
ヽ
針

石
骨

長
綿

石英、海
良好 にぶい責橙色

6
土師器

小型台付甕
ｍ
‐５５
罰

口縁部外面ヨコナデ、内面ハケメ。胴部～脚部外面
ハケメ、胴部内面ヘラナデ、脚部内面ハケメ。

長石、石英、海
綿骨針

良好 にぶい褐色

7
上師器
甕

(178) 口縁～胴上部破片。口縁部は外反し、端部に僅かに

外傾する平坦面を持つ。口縁部内外面ヨヨナデ、胴
部外面ヘラナデ、内面ミガキ。

石英、長石礫、
海綿骨針

良好 明責褐色

8
土師器
甕

ａ

一　

一

口縁部破片。口縁部は強 く外反し、端部を摘まみ、

外面に面取りする。口縁部内外面ハケメ。
長 石 良好 橙 色

9
土師器
郭

囲
・∽

口縁部ヨヨナデ。体部指ナデ、指オサエ。底部ヘラ
ケズリ。

微砂粒 良好
外面明黄褐色、
内面黒褐色

土師質土器
小皿

‐０９

能

“
底部回転糸切り、後板目圧痕。

石英、角閑石、
海綿骨針

普 通
外面浅責色、内
面暗灰黄色

削器 長さ60、 幅32、 厚さ105、 重1379g、 馬踏製

石鏃未製品 長さ272、 幅225、 厚さ089、 重539g、 チャー ト製

鉄製品餃具 長さ40、 幅315、 厚さ085、 重1980g

永楽通費 外径242、 内径057、 厚さ0■、重273g、 141年～

寛永通賓 外径284、 内径064、 厚さ01、 重4926g、 銅四文銭、文769年 ～

寛永通賓 外径230、 内径062、 厚さ01、 重229g、 「元」字銭、1741年 ～
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第V章 総括

旧石器～縄文時代の遺構は検出されなかったが、表土からナイフ形石器、縄文土器では前期前半の黒浜

式上器、後期の堀之内式上器、加曾利 B式上器が出上 している。

行者遺跡から確認された遺構は、住居跡は弥生時代後期 1軒、古墳時代前期から古墳時代中期初め 5軒、

奈良・平安時代 3軒、時期不明 2軒である。古墳は前期が 2基、後期が 2基、不明 1基である。土坑は古

墳時代後期の可能性のあるもの 1基、中近世以降のもの 8基である。堀は中世 1条で、堀に伴うと思われ

るピット53基が確認されている。溝は中 。近世 5条、井戸は近世 3基である。

弥生時代後期の 1号住居跡からは、十三台式上器と炭化 した椎の実が出土 している。

古墳時代前期には、径約12mの規模の小円墳が少なくとも2～ 3基、遺跡の西寄 りに造られている。同

じころ竪穴住居からなる集落も始まり、古墳が南北方向に並び、その東側の空間に集落が展開している。

古墳時代前期～中期初め頃の集落の住居跡では、一辺8.5mの大型住居 (10号住)があり、この地域の最

大規模の住居跡と思われる。この他の住居跡は、主柱を竪穴床面に立てない簡易な構造の住居である。出

土遺物は土師器、土製品、鉄製品があ り、ほとんど住居跡からの出上である。前期古墳の周溝内から、土

師器の甕と壼が出土 しているが、集落からの廃棄土器かと思われる。古墳時代中期初め頃の 3号住居跡で

は、覆土上層から短冊型鉄斧とヤリガンナ片が出土 している。短冊型鉄斧は古墳の埋葬施設から発見され

る例が多 く、竪穴住居跡から出土 した例は非常に珍 しい。

古墳時代中期から後期の初めにかけては、遺物 も遺構 もほとんど見られない。古墳時代前期の■号住居

跡は、廃絶後埋め戻されることなく放置され、自然埋没 し窪地の状態であったようである。そこに須恵器

の中型甕が細片化 して廃棄されている。須恵甕は、 6世紀頃のものと見られる。

6世紀前半頃になると、遺跡の東側に埴輪を伴う墳丘直径20m弱の円墳 2基が造られる。先に造られた

のは2号墳で、赤褐色を呈する2条 3段の円筒埴輪を樹立 していた。続いて築造された 1号墳は前方後円

墳である可能性 も否定できない。周濠底から土師器杯がほぼ完形で出土している。埴輪は3条 4段の円筒

埴輪のほか、形象埴輪 (人物・馬形)が見つかっている。これら2基の古墳は、同じ丘陵に占地する高寺

古墳群の一部を構成すると考えてよく、時期的には先行するものである。古墳から少 し離れた北東側斜面

の肩部付近に小型の土坑があ り、ここから馬形埴輪片が 2片出土している。

奈良・平安時代の住居跡は、 9世紀前葉頃、 9世紀後葉頃、10世紀前葉頃のものが 1軒ずつあり、同じ

時期の集落は北側の谷を挟んだ寺上遺跡に集中して在るので、集落としては寺上遺跡の集落の周縁部に当

たるのかもしれない。奈良・平安時代の出土遺物では、 5号住居の須恵器の盤に『刀良』 と読める墨書文

字が記されており人物名と思われる。

その後、中世には地下式坑が 1基つ くられ、台地中央には、台地を東西に分断する、薬研堀が掘削され

ている。地下式坑は主室が複室構造で方形と扇形の平面形に特徴がある。薬研堀は、底面が狭小で16世紀

頃の掘削と考えられ、堀底から洪武通賓が出上 している。堀は17世紀には埋め戻 されていることが瀬戸・

美濃皿等の出土遺物から判明している。戦国時代地域の中核 となっていた小原城 との関連が考えられる遺

構 となるものと思われる。
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PL.5

1号墳盛 り上土層及び下層整地層面の状況 1号墳周溝西側 (南から)

1号墳周溝北側 (西から) 周溝西側遺物出土状況

周溝西側底面遺物出土状況 周溝西側遺物出土状況

周溝西側遺物出土状況 周溝内側墳丘肩部遺物出土状況



PL.6

2号墳完掘状況

2号墳周溝円筒埴輸出土状況

2号墳周溝円筒埴輸出土状況



PL.7

3号墳 3号墳出土遺物

5号墳 1号土坑遺物出土状況

4号土坑 1号井戸

2号井戸 3号井戸



1号地下式坑 1号地下式坑主室 2

1号地下式坑主室 l 1号堀全景 (北 から)

1号堀南部全景 (北から) 1号堀南部斜面のピット群 (西から)

1号堀北端部 (北から) 盛り上遺構 (西から)



PL.9

Ｅ

Ｂ

S13-9 12, 13

S15-4S15-1



PL.10

S15-5

S17-1

S110-4

S17-10

S110-9



PL.11

S111-2

S111-5

S111-25

S111-4

SI ll-15

S111-26

S111-29 S111-26, 29, 27



PL.12

l号墳埴輪 10 1号墳埴輪 11 1号墳埴輪 14

1号墳埴輪 6 1号墳埴輪 7 1号墳埴輪 16



PL.13

1号墳埴輪 21 1号墳埴輪 29

1号墳埴輪 2

1号墳埴輪 5

む
1号墳埴輪 17 1号墳埴輪 19 1号墳埴輪 20



PL.14

1号墳埴輪 4

1号墳埴輪 15

1号墳埴輪 33・ 12

1号墳埴輪 49

1号墳埴輪 50

1号墳埴輪 34・ 351号墳埴輪 28



PL.15

1号墳埴輪 3・ 27(外面)

1号墳埴輪 13・ 30(外面)

1号墳埴輪 9。 18(外面)

1号墳埴輪 3・ 27(内面)

l号墳埴輪 13・ 30(内面)

1号墳埴輪 9・ 18(内面)

1号墳埴輪 26(外面) 1号墳埴輪 26(内面)



PL.16

l号墳埴輪 22・ 24・ 42・ 43(外面)

1号墳埴輪 23・ 25'40・ 41

40

(外面 )

1号墳埴輪

44

44・ 45(外面 )

1号墳埴輪 23'25。 40'41(内面)

1号墳埴輪 22・ 24・ 42・ 43(内面)

l号墳埴輪 44・ 45(内面)

1号墳埴輪 46・ 47(外面)

47

1号墳埴輪 46・ 47(内面)



PL.17

盛
５８

と
５７

48

1号墳埴輪 31・ 32・ 48(外面)

1号墳埴輪 8・ 86・ 39(外面)

1号墳埴輪 37・ 38(外面)

(外面)

1号墳埴輪 31・ 32・ 48(内面)

1号墳埴輪 8。 36・ 39(内面)

1号墳埴輪 37・ 38(内面)

(内面 ) (外面)     (内 面)

1号墳埴輪 68

凸
　
ｇ

1号墳埴輪 55。 57・ 58・ 59



PL.18

1号墳埴輪 51(外面) 1号墳埴輪 51(内面)

1号墳埴輪 52(内面)1号墳埴輪 52(外面)

1号墳埴輪 53・ 54(外面) 1号墳埴輪 53・ 54(内面)



PL.19

64

1号墳埴輪 61・ 62・ 64(外面 )

鞘3

1号墳埴輪 56・ 60,66(外面)

1号墳埴輪 61'62・ 64(内面)

1号墳埴輪 65(内面)

1号墳埴輪 56・ 60・ 66(内面)

1号墳埴輪 65(外面)

1号墳埴輪 63・ 67・ 71(外面) 1号墳埴輪 63・ 67・ 71(内面)



PL.20

1号墳埴輪 69'70(外面)

2(外面)

1号墳埴輪 69'70(内 面)

1号墳埴輪 72・ 73(内面)

1号土坑埴輪 1・ 2(内面)

2号墳埴輪 55・ 56(外面) 2号墳埴輪 55・ 56(内面)



PL.21

2号墳埴輪 3 2号墳埴輪 4 2号墳埴輪 5

2号墳埴輪 7 2号墳埴輪 8 2号墳埴輪 11



PL.22

2号墳埴輪 12 2号墳埴輪 15

―■●I「■■||

2号墳埴輪 9

2号墳埴輪 16

2号墳埴輪 6 2号墳埴輪 13



PL.23

2号墳埴輪 17

2号墳埴輪 18

2号墳埴輪 20 2号墳埴輪 14

2号墳埴輪 14

2号墳埴輪 18 2号墳埴輪 2 2号墳埴輪 21



PL,24

(外面)

2号墳埴輪 22

(内面)

47

2号墳埴輪 35

2号墳埴輪 10・ 43・ 47 (外面)

8

2号墳埴輪 44・ 45・ 46・ 48・ 49 (タト面) 2号墳埴輪

(内面)
(外面)

2号墳埴輪

2号墳埴輪 19。 24。 40(内面)2号墳埴輪 19。 24,40(外面)



39

2号墳埴輪 23・ 38'39。 41 (外面)

PL.25

2号墳埴輪 23・ 38・ 39'41(内面)

2号墳埴輪 25。 26(内面)

2号墳埴輪 27・ 28(内面)

2号墳埴輪 25。 26(外面)

28

2号墳埴輪 27・ 28(外面)

2号墳埴輪 29。 30(外面) 2号墳埴輪 29・ 30(内面)



PL.26

37

2号墳埴輪 31・ 32・ 36・ 37 (外面)

34(外面)

2号墳埴輪 31,32・ 36・ 37(内面)

2号墳埴輪 33'34(内面)

2号墳埴輪 50・ 52・ 53(内面)2号墳埴輪 50。 52・ 53(外面)

2号墳埴輪 42(外面) 2号墳埴輪 42(内面)



PL.27

2号墳埴輪 51(外面) 2号墳埴輪 51(内面)

2号墳埴輪 54(外面) 2号墳埴輪 54(内面)



PL.28

3号墳 4

ll lイ ロ 呵
… ど

Hμ ttIピ ロ PHlピ H十 HHピ Hμ Hl毬

炭化種子 (S13)

1号堀-1

クトー10

●
独
脚

り

韓
●
外．‐５０

●
外．‐６０

金属製品

S15-10

タトー11 表採石器
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所収遺跡 所在地
コー ド

市町村遺跡番号
北 緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

行者遺跡 笠間市小原

2299番地外

08-321-093 36° 2g49″ 139° 52′ 44″ 20091130

20100325

4,683rざ 県営畑地帯総合整備事
業

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

行者遺跡 集落跡
古墳

弥生時代
古墳時代

奈良・平安時代
時期不明
中・近世

竪穴住居跡 1軒
竪穴住居跡 5軒

古墳 5基
竪穴住居跡 3軒
竪穴住居跡 2軒

堀 1条
溝 5条

井戸 3基
ピット72基

弥生土器 (壷、高郭)

上師器 (イ、壷、甕、高郭 )

埴輪 (円 筒、人物、馬形)

須恵器 (郭、盤、高必)

5世紀初め頃の竪穴住
居跡の覆土中から短冊
形鉄斧・ヤ リガンナが
出土 している。 6世紀
前半の古墳からは、円
筒埴輪や馬形埴輪、人
物埴輪 が 出土 してい

る。

約要

行者遺跡は、弥生時代後期、古墳時代前期～中期初め頃、奈良・平安時代の各時期の集落跡と古墳時代前期、
後期の古墳と中世の堀跡等からなる。前期の古墳は最大径約15mの 浅い周溝のみ確認されている3基の古
墳からなる。後期の古墳は墳丘直径約16～ 19mの円墳 2基で円筒埴輪と形象埴輪が出土している。中世の
時期の遺構は、台地を横断して延びる薬研掘りの堀跡と地下式坑からなる。
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